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（１） 
沖縄一帯では一○月から一一月になるとカママーリの行事が行なわれた。’七一一二年に琉球王国に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
「
琉
球
国
由
来
記
』
に
は
、
王
城
之
公
事
と
し
て
「
十
月
朔
日
竈
廻
」
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
行
事
は
王
城
の
み
で
は
な
く
各
地
で
行
な
わ
れ
て
い
た
。
沖
縄
島
周
辺
の
島
々
（
伊
江
島
、
粟
国
島
、
渡
名
喜
島
、
慶
良
間
島
、
渡
嘉
敷
島
、
久
米
島
）
で
も
、
〃
十
月
朔
日
竃
廻
“
で
は
、
火
の
用
心
の
為
に
家
々
を
掃
除
さ
せ
、
役
人
が
村
廻
り
を
し
て
家
々
の
竃
を
見
届
け
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
宮
古
島
で
は
、
「
十
月
中
、
火
用
心
タ
カ
ベ
之
事
」
と
し
て
、
「
諸
村
村
々
ヨ
リ
御
花
取
り
、
シ
カ
サ
、
村
サ
バ
ク
リ
ニ
テ
其
村
嶽
嶽
へ
祭
り
上
ゲ
、
冬
中
火
難
ア
ラ
セ
タ
マ
八
重
山
の
カ
マ
マ
ー
リ
に
関
す
る
一
考
察
１
．
は
じ
め
に
ｌ
波
照
問
島
の
事
例
か
ら
Ｉ
古
谷
野
洋
子
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フ
ナ
ト
、
祈
願
申
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
〔
外
問
・
波
照
間
編
一
九
九
七
四
八
一
一
一
〕
・
同
書
の
八
重
山
の
項
に
は
、
「
十
月
タ
カ
ベ
之
事
」
と
し
て
、
「
由
来
ハ
、
為
火
用
心
竃
廻
仕
リ
頭
数
一
人
二
付
、
米
五
勺
宛
出
合
セ
、
嶽
々
へ
祭
申
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
〔
外
問
・
波
照
問
編
一
九
九
七
四
九
七
〕
・
前
述
の
記
録
は
琉
球
王
国
の
時
代
の
記
録
で
あ
る
が
、
カ
マ
マ
ー
リ
は
近
代
に
お
い
て
も
行
わ
れ
て
い
た
。
『
那
覇
市
史
資
料
篇
第
二
巻
中
の
七
那
覇
の
民
俗
』
（
以
下
『
那
覇
市
史
』
と
の
み
記
す
）
に
よ
る
と
、
か
つ
て
カ
マ
マ
ー
リ
に
は
村
頭
や
村
の
主
だ
っ
た
年
寄
り
た
ち
が
火
の
用
心
を
す
る
よ
う
に
各
家
々
の
竃
を
一
軒
一
軒
注
意
し
て
廻
っ
た
が
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
「
ニ
シ
ブ
チ
」
（
東
北
季
節
風
）
が
強
く
な
り
、
火
災
が
多
く
な
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
〔
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
一
九
七
九
五
四
四
。
本
稿
は
八
重
山
の
カ
マ
マ
ー
リ
に
関
す
る
一
考
察
で
あ
る
。
筆
者
は
拙
稿
「
ミ
ノ
・
カ
サ
・
ツ
エ
の
夜
廻
り
役
ｌ
石
垣
島
大
浜
の
サ
リ
サ
リ
コ
ン
コ
ン
を
中
心
に
ｌ
」
（
二
○
○
七
年
）
の
中
で
、
石
垣
島
（
大
浜
・
伊
原
問
・
川
平
）
や
黒
島
・
波
照
間
島
に
お
け
る
聞
き
取
り
調
査
か
ら
、
八
重
山
に
お
い
て
、
ミ
ノ
・
カ
サ
・
ツ
エ
の
い
で
た
ち
で
、
「
サ
リ
ー
、
サ
リ
ー
」
「
オ
ッ
サ
ー
レ
ー
」
「
バ
ン
ド
ッ
サ
レ
ー
」
な
ど
と
唱
え
な
が
ら
夜
廻
り
す
る
も
の
を
、
「
ミ
ノ
・
カ
サ
・
ツ
エ
の
夜
廻
り
役
」
と
呼
び
、
こ
の
行
事
は
沖
縄
一
帯
に
行
な
わ
れ
て
い
た
カ
マ
マ
ー
リ
の
行
事
の
一
環
で
あ
っ
た
こ
と
（７】）
を
報
生
口
し
た
。
カ
マ
マ
ー
リ
は
単
な
る
火
の
用
心
で
は
な
く
、
琉
球
王
国
の
権
威
と
結
び
つ
い
た
行
事
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
八
重
山
に
お
け
る
カ
マ
マ
ー
リ
も
壬
府
の
指
令
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
〔
古
谷
野
二
○
○
七
一
一
二
〕
。
八
重
山
は
約
二
五
○
年
間
に
わ
た
っ
て
琉
球
王
国
の
直
接
支
配
を
受
け
、
祭
祀
・
信
仰
に
お
い
て
も
干
渉
、
介
入
を
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（３） 
受
け
続
け
て
き
た
。
琉
球
王
国
の
歴
史
聿
已
で
あ
る
『
球
陽
』
に
は
、
「
宮
古
・
八
重
山
島
は
遠
く
海
外
に
有
、
ソ
、
俗
習
甚
晒
に
し
て
、
愚
民
尤
も
多
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
〔
球
陽
研
究
会
一
九
七
一
八
一
一
四
一
一
一
〕
。
こ
の
記
述
に
は
中
国
文
化
を
国
家
経
営
の
理
念
と
し
て
取
り
入
れ
た
琉
球
王
国
が
宮
古
・
八
重
山
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
か
が
如
実
に
現
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
宮
古
・
八
重
山
に
は
宮
古
・
八
重
山
の
信
仰
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
信
仰
習
俗
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
王
府
の
指
令
で
あ
っ
た
カ
マ
マ
ー
リ
の
行
事
は
従
来
か
ら
あ
っ
た
八
重
山
の
信
仰
習
俗
と
結
び
つ
い
て
人
々
に
受
容
さ
れ
、
さ
ら
に
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
の
『
琉
球
国
由
来
記
』
や
『
那
覇
市
史
』
の
記
述
か
ら
は
、
カ
マ
マ
ー
リ
と
は
役
員
が
集
落
中
を
廻
り
家
々
の
か
び
ら
い
ば
る
ま
た
竃
を
見
届
け
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
八
重
山
に
お
い
て
は
、
カ
マ
マ
ー
ー
リ
は
川
平
・
伊
原
間
で
は
種
に
ど
う
番
し
つ
（４） 
子
取
の
夜
、
大
浜
で
は
節
祭
の
夜
、
波
照
間
島
で
は
カ
ン
パ
ナ
の
夜
上
」
い
う
特
別
の
行
事
の
夜
に
行
わ
れ
、
そ
の
夜
は
家
で
は
灯
り
を
つ
け
て
は
い
け
な
い
、
廻
っ
て
く
る
人
の
姿
を
見
て
は
い
け
な
い
、
返
事
を
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
タ
ブ
ー
が
も
う
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
行
事
は
、
魔
除
け
、
村
の
清
め
、
子
供
の
教
育
と
も
言
わ
れ
、
体
験
し
た
人
々
は
「
子
供
時
代
は
怖
か
っ
た
」
と
口
々
に
語
る
。
八
重
山
に
お
け
る
カ
マ
マ
ー
リ
は
ど
う
も
単
な
る
火
の
用
心
の
行
事
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
前
述
の
拙
稿
で
は
、
王
府
の
指
令
に
よ
る
カ
マ
マ
ー
リ
の
行
事
は
、
そ
れ
ま
で
行
な
わ
れ
て
い
た
火
に
関
す
る
神
事
儀
礼
と
結
び
つ
い
て
受
容
さ
れ
、
精
進
を
伴
な
う
特
別
の
行
事
と
し
て
、
「
ミ
ノ
・
カ
サ
・
ツ
エ
の
夜
廻
り
役
」
の
行
事
と
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
と
述
べ
た
。
筆
者
は
、
そ
れ
ま
で
行
な
われていた火に関する神事儀礼として節祭や種子取に行われた火の更新の儀礼を挙げたが、火の更新
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の
儀
礼
が
実
際
ど
の
よ
う
な
儀
礼
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
述
べ
た
。
し
か
し
、
「
王
府
の
指
令
に
よ
る
カ
マ
マ
ー
リ
行
事
は
、
そ
れ
ま
で
行
な
わ
れ
て
い
た
火
に
関
す
る
神
事
儀
礼
と
結
び
つ
い
て
受
容
さ
れ
た
」
と
い
う
結
論
は
、
あ
ま
り
に
も
性
急
過
ぎ
る
結
論
で
あ
っ
た
の
は
否
め
な
い
。
ま
た
、
聞
取
り
調
査
の
み
で
な
く
実
際
の
事
例
か
ら
行
事
の
詳
細
を
検
討
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
っ
た
。
で
は
、
現
在
、
八
重
山
に
お
い
て
カ
マ
マ
ー
リ
は
行
わ
れ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
大
浜
、
伊
原
問
で
は
戦
後
、
何
回
か
は
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
行
事
に
つ
い
て
記
憶
し
て
い
る
人
々
は
七
○
～
八
○
代
の
人
々
の
み
で
あ
る
。
川
平
で
は
「
年
に
二
六
回
も
行
事
が
あ
る
の
で
、
遣
す
も
の
は
遣
そ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
行
事
を
選
ん
だ
」
と
い
わ
れ
、
年
中
行
事
の
取
捨
選
択
の
結
果
、
オ
ッ
サ
ー
レ
（
川
平
で
は
カ
マ
マ
ー
リ
の
こ
と
を
オ
ッ
サ
ー
レ
と
い
う
）
の
行
事
は
約
四
○
年
前
に
廃
止
さ
れ
た
。
オ
ッ
サ
ー
レ
の
唱
え
ご
と
に
使
用
さ
れ
る
言
葉
が
川
平
の
方
言
で
は
な
い
、
（ＰＪ） 
ゆ
え
に
本
来
の
川
平
の
行
事
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
｝
」
の
行
事
が
廃
止
さ
れ
た
理
由
ら
し
い
。
筆
者
の
黒
島
に
お
け
あ
が
り
す
じ
る
調
査
で
は
、
仲
本
集
落
で
は
昭
和
一
○
年
代
く
ら
い
ま
で
、
東
筋
集
落
で
は
昭
和
一
二
○
年
代
ま
で
は
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
八
重
山
で
は
カ
マ
マ
ー
リ
は
ほ
と
ん
ど
廃
止
さ
れ
、
す
で
に
半
世
紀
は
た
っ
て
い
る
。
し
かし、波照間島では今でもオッサレーと呼ばれるカママーリの行事が一一月から一二月にかけて行わ
れ
て
い
る
。
本
論
は
八
重
山
で
唯
一
現
在
で
も
行
わ
れ
て
い
る
波
照
問
島
の
カ
マ
マ
ー
リ
に
つ
い
て
の
報
告
と
若
干
の
れている。皿
考察である。
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
表
記
に
つ
い
て
述
べ
る
。
八
重
山
地
方
、
八
重
山
諸
島
は
八
重
山
と
基
本
的
に
は
統
一
し
て
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表
記
す
る
。
竃
廻
り
、
カ
マ
マ
ー
リ
、
カ
マ
マ
ー
イ
、
カ
マ
マ
ー
ル
は
カ
マ
マ
ー
リ
と
統
一
し
て
記
す
。
な
お
、
川
平
、
伊
原
間
で
は
カ
マ
マ
ー
リ
の
行
事
を
オ
ッ
サ
ー
レ
と
呼
ん
だ
が
、
波
照
間
島
で
は
オ
ッ
サ
レ
ー
あ
る
い
は
オ
ー
サ
ー
レ
（６） 
－
と
呼
ん
で
い
る
。
本
稿
で
は
オ
ッ
サ
レ
ー
あ
る
い
は
オ
ー
サ
ー
レ
ー
を
オ
ッ
サ
レ
ー
と
統
一
し
て
記
す
。
た
だ
し
、
波
照
問
島
で
は
オ
ッ
サ
レ
ー
に
は
カ
マ
マ
ー
リ
以
外
の
意
味
も
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
特
別
な
場
合
を
除
い
て
こ
の
行
事
を
カ
マ
マ
ー
リ
と
記
す
。
台
所
に
祀
ら
れ
る
火
の
神
は
、
波
照
問
で
は
ピ
ナ
カ
ン
、
ヒ
ヌ
カ
ン
と
呼
ば
れ
る
が
、
便
宜
上
ヒ
ヌ
カ
ン
と
統
一
し
て
表
記
す
る
。
ま
た
、
土
の
神
、
地
面
の
神
、
地
の
神
は
地
の
神
と
便
宜
上
統
一
し
て
表
記
す
る
。
ま
た
、
蓑
・
笠
・
杖
は
ミ
ノ
・
カ
サ
・
ツ
エ
と
統
一
し
て
表
記
す
る
。
し
か
し
、
引
用
文
献
、
聞
取
り
等
に
お
い
て
は
そ
の
ま
ま
の
表
記
を
使
用
す
る
。
な
お
、
波
照
間
島
の
調
査
は
一
一
○
○
四
年
か
ら
行
っ
て
い
た
が
、
カ
マ
マ
ー
リ
の
実
際
の
調
査
は
二
○
○
八
年
一
一
月
二
九
日
に
行
っ
た
。
波
照
間
島
は
沖
縄
県
の
最
南
端
の
八
重
山
諸
島
に
属
す
る
が
、
石
垣
島
・
西
表
島
の
問
に
点
在
す
る
竹
富
島
、
小
浜
島
、
黒
島
、
新
城
島
と
は
少
し
離
れ
た
遠
方
に
位
置
す
る
。
隆
起
サ
ン
ゴ
礁
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
島
で
あ
り
、
昔
は
米
や
（戸‐４）
粟
一
と
作
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
耕
地
の
ほ
と
ん
ど
が
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
で
あ
る
。
か
つ
て
は
約
一
一
○
○
軒
あ
っ
た
農
家
の
２
．
波
照
問
島
の
カ
マ
マ
ー
リ
の
記
録
と
言
説
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殆
ん
ど
が
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
栽
培
を
し
て
い
た
と
い
う
が
、
過
疎
化
と
住
民
の
高
齢
化
の
た
め
現
在
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
農
家
は
約
一
○
○
軒
ほ
ど
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
空
き
家
も
目
に
付
く
。
実
際
は
石
垣
島
や
沖
縄
島
に
住
ん
で
い
て
特
別
な
行
事
の
と
き
に
帰
っ
て
く
る
だ
け
と
い
う
家
も
あ
る
。
ふ
か
な
い
し
波
照
間
島
に
は
外
、
名
石
、
前
、
南
、
北
の
五
集
落
が
あ
り
、
住
民
は
集
落
を
部
落
と
呼
ん
で
い
る
。
よ
っ
て
本
稿
の
記
述
に
お
い
て
も
一
般
論
以
外
の
場
合
は
そ
れ
に
従
う
。
波
照
間
島
の
民
俗
誌
と
し
て
は
、
宮
良
高
弘
『
波
照
間
島
民
俗
誌
』
（
’
九
七
二
）
、
加
屋
本
正
一
『
波
照
間
島
』
（
’
九
七
八
）
、
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
・
ア
ウ
エ
ハ
ン
ト
「
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
Ａ
ｌ
波
照
間
》
南
琉
球
の
島
喚
文
化
に
お
け
る
社
会
Ⅱ
宗
教
的
様
相
ｌ
』
（
二
○
○
四
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ア
ウ
エ
ハ
ン
ト
の
著
書
の
出
版
は
二
○
○
四
年
で
あ
る
が
、
’
九
六
五
年
に
行
わ
れ
た
一
連
の
調
査
を
も
と
に
し
て
い
る
。
カ
マ
マ
ー
リ
に
つ
い
て
は
宮
良
と
加
屋
本
は
記
し
て
い
る
が
、
ア
ウ
エ
ハ
ン
ト
の
著
書
に
は
記
述
が
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
年
中
祭
祀
が
記
さ
れ
て
い
る
ア
ウ
エ
ハ
ン
ト
の
著
書
に
な
ぜ
カ
マ
マ
ー
リ
の
記
述
が
な
い
の
か
は
不
思
議
で
あ
る
が
、
波
照
間
の
年
中
祭
祀
を
農
耕
儀
礼
と
し
て
ま
と
め
た
（８） 
彼
の
編
集
方
針
か
ら
カ
マ
マ
ー
リ
は
は
み
で
た
も
の
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
宮
良
高
弘
は
『
波
照
間
島
民
俗
誌
』
の
な
か
で
波
照
間
島
の
年
中
行
事
を
、
①
神
行
事
②
家
単
位
の
行
事
③
そ
の
他
の
行
事
に
わ
け
、
カ
マ
マ
ー
リ
を
③
の
「
そ
の
他
の
行
事
」
に
分
類
し
た
。
③
の
「
そ
の
他
の
行
事
」
と
は
、
御
（
１
）
波
照
間
島
の
カ
マ
マ
ー
リ
の
記
録
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嶽を中心に島を挙げて挙行されるものでもなければ、各家ごとに行われるものでもない行事のことで
あ
る
。
カ
マ
マ
ー
リ
の
行
事
は
部
落
全
体
を
代
表
し
た
役
員
が
全
戸
を
巡
っ
て
行
う
も
の
で
あ
り
、
御
嶽
の
祭
祀
者
で
あ
る
ツ
カ
サ
は
関
与
し
な
い
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
宮
良
高
弘
の
報
告
し
た
名
石
部
落
の
カ
マ
マ
ー
リ
の
内
容
を
次
に
要約して記す。
ま
ず
当
家
の
主
人
は
自
分
の
所
属
す
る
御
嶽
の
井
戸
か
ら
水
を
汲
み
、
火
の
神
（
竈
）
の
裏
側
に
置
き
、
そ
れ
に
藁
で
箒
を
作
っ
て
入
れ
て
お
く
。
部
落
の
幹
部
と
祈
願
す
る
人
（
已
年
生
ま
れ
）
、
お
供
（
杖
も
ち
）
が
集
ま
り
、
住
民
が
寝
静
ま
っ
た
頃
、
ま
ず
、
御
嶽
で
「
今
日
は
正
月
竈
廻
り
で
す
の
で
、
良
い
祈
願
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」
（９） 
という内容の祈願をした。その後、トウーームトゥの家から祈願を始める。お供は道々杖でコンコ
ン音を立てて「オースサーレー、オースサーレー」といいながら通る。門に入ると掛け声をとめて、
火の神のそばに用意されているものを敷いて、願う人はその上にひざまづいて「オースサーレー、
オースサーレー」と唱えてから祈願する。祈願の内容は、「大きい門、高い門にいらっしゃる親神様、
家
の
四
角
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
親
神
様
、
屋
敷
内
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
親
神
様
、
今
日
は
十
月
竃
廻
り
で
あ
る
か
ら
、
竃
の
掃
除
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
フ
タ
ル
（
あ
か
）
も
ノ
リ
も
つ
か
ず
に
、
鏡
の
よ
う
に
水
の
よ
う
に
清
ら
か
に
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
今
年
一
年
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
」
で
あ
る
〔
宮
良
一
九
七
二
一
七
五
～
一
七
七
〕
。
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加
屋
本
正
一
『
波
照
問
島
』
で
は
、
カ
マ
マ
ー
リ
は
火
の
神
祭
り
で
あ
り
、
一
○
月
の
ミ
ョ
ク
チ
ェ
の
晩
に
火
事
な
き
よ
う
神
に
祈
る
行
事
で
あ
る
と
い
う
〔
加
屋
本
一
九
七
九
一
六
二
〕
・
加
屋
本
は
北
と
南
部
落
の
例
を
挙
げ
、
当
家
の
主
人
が
自
分
の
所
属
御
嶽
の
井
戸
か
ら
水
を
汲
み
、
ヒ
ヌ
カ
ン
の
元
に
お
い
て
お
く
と
、
部
落
の
幹
事
が
一
一
名
人
々
の
寝
静
ま
っ
た
頃
、
道
々
棒
で
コ
ン
コ
ン
と
音
を
た
て
、
「
オ
ー
ス
サ
レ
ー
、
オ
ー
ス
サ
レ
ー
」
と
い
い
な
が
ら
廻
る
と
い
う
。
こ
の
掛
け
声
は
、
道
々
人
に
出
会
わ
ぬ
よ
う
、
灯
り
を
と
も
し
て
い
る
家
が
あ
れ
ば
灯
り
を
消
す
よ
う
に
と
の
掛
け
声
で
あ
る
と
い
う
。
門
に
入
る
と
こ
の
掛
け
声
は
止
ま
り
、
願
う
人
は
「
ピ
ナ
カ
ン
ヨ
（
火
の
神
様
よ
）
、
キ
ュ
ー
ヤ
ジ
ン
グ
ワ
ッ
ヌ
カ
マ
マ
ー
リ
ヤ
リ
バ
（
今
日
は
一
○
月
カ
マ
マ
ー
リ
の
日
に
当
た
り
）
、
カ
マ
ヌ
ソ
ォ
ジ
シ
タ
ボ
リ
（
竈
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
）
」
と
祈
願
す
る
と
い
う
。
宮
良
賢
貞
は
波
照
問
島
の
一
○
月
タ
カ
ベ
の
行
事
で
あ
る
「
オ
ゥ
ヒ
サ
レ
ー
」
（
オ
ッ
サ
レ
ー
の
こ
と
》
筆
者
）
に
つ
い
て
、
「
大
正
の
中
頃
ま
で
は
、
水
性
の
人
が
夜
お
そ
く
ミ
ノ
、
久
葉
笠
姿
で
、
神
に
扮
し
右
手
に
ア
テ
ィ
ク
の
棒
を
持
ち
、
家
々
の
か
ま
廻
り
を
し
て
、
呪
詞
を
唱
え
て
歩
い
た
」
〔
宮
良
一
九
七
一
一
一
二
一
一
一
○
〕
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
で
は
オ
ッ
サ
レ
ー
は
そ
の
よ
う
な
い
で
た
ち
で
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
ミ
ノ
、
ク
バ
ガ
サ
姿
で
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
さ
え
伝
承
し
て
い
る
人
も
い
な
い
。
波
照
間
島
で
は
ミ
ノ
、
ク
バ
ガ
サ
姿
は
ア
メ
ニ
ゲ
ー
（
雨
祈
願
）
の
と
き
の
い
で
た
ち
で
あ
り
、
オ
ッ
サ
レ
ー
で
は
そ
の
よ
う
な
い
で
た
ち
は
し
な
い
と
い
う
。
二
○
○
五
年
に
筆
者
は
勝
連
文
雄
氏
（
大
正
六
年
生
ま
れ
南
部
落
）
か
ら
カ
マ
マ
ー
リ
に
つ
い
て
閏
書
き
を
行
っ
（旧）
た
。
氏
の
語
る
カ
マ
マ
ー
リ
は
、
’
一
人
の
役
員
（
そ
の
役
員
は
水
性
の
人
で
あ
る
）
が
家
々
を
廻
り
、
そ
の
と
き
一
人
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が
道
々
杖
で
コ
ン
コ
ン
音
を
立
て
、
「
オ
ッ
サ
レ
ー
、
オ
ッ
サ
レ
ー
、
オ
ッ
サ
レ
ー
」
と
い
う
掛
け
声
を
た
て
、
願
う
人
が
竃
の
廻
り
や
火
の
神
の
そ
ば
に
ひ
ざ
ま
づ
い
て
祈
願
し
た
と
い
う
。
氏
の
語
る
オ
ッ
サ
レ
ー
の
基
本
的
な
や
り
方
は
宮
良
高
弘
や
加
屋
本
の
報
告
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
加
屋
本
の
記
し
た
よ
う
に
、
こ
の
行
事
は
灯
り
を
消
し
て
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
カ
マ
マ
ー
リ
の
目
的
に
つ
い
て
氏
は
、
「
寒
く
な
る
と
人
間
は
熱
を
貰
う
。
炊
事
場
は
火
を
使
う
。
炊
事
場
に
向
っ
て
や
っ
て
来
て
、
火
の
神
、
土
の
神
に
オ
ッ
サ
レ
ー
と
声
を
掛
け
、
火
の
用
心
を
願
う
」
と
語
っ
た
。
火
の
神
の
前
で
火
の
用
心
を
願
う
の
は
わ
か
る
。
し
か
し
、
な
ぜ
土
の
神
（
地
の
神
）
に
火
の
用
心
を
願
う
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
疑
問
に
は
氏
は
答
え
て
く
れ
な
か
っ
た
。
波
照
間
島
で
は
カ
マ
マ
ー
リ
の
行
事
は
オ
ッ
サ
レ
ー
と
い
わ
れ
る
が
、
実
は
、
カ
マ
マ
ー
リ
の
際
に
家
々
を
廻
る
役
員
の
こ
と
も
オ
ッ
サ
レ
ー
と
呼
ぶ
。
二
○
○
八
年
、
崎
山
千
代
氏
（
大
正
七
年
生
ま
れ
北
部
落
）
は
カ
マ
マ
ー
リ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
「
オ
ッ
サ
レ
ー
が
よ
－
、
部
落
み
ん
な
廻
る
。
人
の
う
ち
み
ん
な
だ
よ
。
不
幸
の
あ
るうちはやらんけど」。つまり、この行事は不幸があった家以外は必ず行う部落あげての行事である
こ
と
が
わ
か
る
。
現
在
、
北
部
落
と
南
部
落
は
こ
の
行
事
を
合
同
で
行
っ
て
い
る
。
「
や
る
人
が
い
な
く
な
っ
た
の
で
、
役
員
が
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
」
と
勝
連
隆
生
氏
（
昭
和
一
一
二
年
生
ま
れ
南
部
落
）
は
い
う
。
水
性
（
已
年
生
ま
れ
）
の
決
ま
っ
た
人
が
以
前
は
や
っ
て
い
た
が
、
そ
の
方
が
亡
く
な
っ
た
の
で
部
落
の
役
員
が
や
る
こ
と
に
な
っ
（２）カママ１リを巡る一一一一臣説
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（、）
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
約
一
○
年
前
に
オ
ッ
サ
レ
ー
の
役
を
や
っ
た
Ｌ
」
い
う
勝
連
隆
生
氏
か
ら
の
聞
書
き
を
記
す
。
夜
、
｜
｜
時
頃
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
大
体
、
四
○
分
く
ら
い
か
か
り
ま
す
。
南
は
部
落
全
部
で
三
○
軒
な
い
よ
ね
。
居
る
家
だ
け
だ
か
ら
。
カ
マ
使
っ
て
な
い
と
こ
ろ
は
や
る
必
要
な
い
か
ら
。
灯
り
点
い
て
る
と
こ
ろ
も
や
る
必
要
な
い
か
ら
。
叩
い
て
も
わ
か
ら
ん
と
こ
ろ
、
そ
う
い
う
家
も
あ
り
ま
す
、
酔
払
っ
て
い
た
家
だ
っ
た
と
か
、
知
ら
な
か
っ
た
と
か
、
前
に
い
わ
な
い
し
、
連
絡
も
し
な
い
か
ら
。
だ
か
ら
叩
く
わ
け
よ
、
ト
ン
ト
ン
ト
ン
と
。
夜
、
棒
で
道
を
叩
き
な
が
ら
行
く
の
は
そ
れ
ひ
と
つ
し
か
な
い
か
ら
わ
か
り
ま
す
。
そ
れ
を
聞
い
た
ら
火
を
消
し
な
さ
い
と
い
う
意
味
で
す
か
ら
。
事
前
に
伝
え
な
い
け
ど
、
前
も
っ
て
一
年
分
の
プ
リ
ン
ト
渡
し
て
あ
り
ま
す
か
ら
。
年
寄
り
の
い
る
方
は
ほ
と
ん
ど
知
っ
て
い
ま
す
よ
。
そ
れ
を
知
ら
な
い
で
い
る
人
も
い
ま
す
よ
。
そ
れ
は
そ
れ
で
か
ま
わ
な
い
。
し
か
し
、
知
ら
な
い
で
文
句
い
っ
た
り
し
て
は
い
け
な
い
。
や
っ
て
い
る
人
に
話
し
て
は
い
け
な
い
。
怒
っ
て
は
い
け
な
い
。
今
ま
で
は
そ
う
い
う
例
は
な
い
け
ど
、
そ
う
い
う
人
が
い
て
、
そ
の
家
火
事
に
な
っ
た
と
いう話はあります。
門
か
ら
入
っ
て
、
夜
一
二
時
過
ぎ
て
、
棒
叩
き
な
が
ら
、
そ
れ
は
灯
り
を
消
し
な
さ
い
と
い
う
合
図
な
の
で
す
。
灯りが点いていたら門で消すまで叩いている。消さなかったら他の家に行く。地面にお尻上げて、
頭
下
げ
て
、
「
オ
ッ
サ
レ
ー
、
オ
ッ
サ
レ
ー
、
オ
ッ
サ
レ
ー
」
こ
れ
は
、
神
さ
ま
に
呼
び
か
け
る
言
葉
、
火
の
神
さ
ま
だ
ね
、
「
ジ
ュ
ン
ガ
ッ
、
カ
ジ
マ
ー
リ
ア
タ
リ
、
カ
マ
ノ
マ
ワ
リ
、
ソ
ウ
ジ
シ
タ
ボ
リ
ー
」
、
カ
マ
ド
の
と
こ
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勝
連
隆
生
氏
の
語
る
よ
う
に
カ
マ
マ
ー
リ
の
晩
は
ど
こ
の
家
で
も
電
気
を
消
す
。
若
い
人
は
、
「
子
供
の
と
き
、
か
あ
ち
ゃ
ん
に
は
寝
な
さ
い
と
い
わ
れ
た
が
、
真
っ
暗
な
中
、
意
味
が
わ
か
ら
な
い
唱
え
事
が
聞
こ
え
て
き
て
怖
か
っ
た
」
と
い
う
。
年
配
の
人
も
、
「
暗
い
中
、
ゴ
ン
ゴ
ン
音
が
し
て
や
っ
て
き
て
俺
も
怖
か
っ
た
な
」
と
い
う
。
電
気
を
つ
け
て
は
い
け
な
い
と
い
う
タ
ブ
ー
と
と
も
に
、
覗
い
て
は
い
け
な
い
と
い
う
タ
ブ
ー
も
存
在
す
る
。
崎
山
千
代
氏
は
「
音
が
聞
こ
え
た
ら
ど
こ
か
に
隠
れ
て
み
れ
－
」
と
い
い
な
が
ら
、
別
の
と
き
に
は
「
絶
対
に
覗
い
た
ら
だ
め
だ
よ
」
と
い
う
。
オ
ッ
サ
レ
ー
は
あ
く
ま
で
も
見
て
は
い
け
な
い
行
事
で
あ
り
、
間
違
っ
て
見
て
し
ま
っ
た
ら
御
嶽
に
い
っ
て
詫
び
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
子
供
の
頃
に
雨
戸
の
隙
間
か
ら
覗
い
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
人
も
い
る
の
で
、
実
際
に
は
こ
っ
そ
り
覗
く
こ
と
は
で
き
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
今
回
の
調
査
で
勝
連
文
雄
氏
に
再
び
カ
マ
マ
ー
リ
の
目
的
を
訊
ね
る
と
、
「
カ
マ
マ
ー
リ
で
は
、
火
の
用
心
に
よ
っ
て
炊
事
場
の
竈
を
中
心
と
し
た
家
族
の
健
康
と
ホ
ウ
ッ
ク
（
豊
作
）
を
祈
願
す
る
」
と
い
う
。
カ
ン
パ
ナ
の
日
、
昼
間
は
部
落
の
御
嶽
で
ツ
カ
サ
が
人
々
の
健
康
と
繁
栄
を
祈
り
、
夜
は
カ
マ
マ
ー
リ
に
よ
っ
て
そ
の
家
の
繁
栄
と
家
族
の
健
康
を
祈
願
す
る
の
だ
と
い
う
。
（皿）
ろ
に
ピ
ナ
カ
ン
っ
て
あ
る
で
し
よ
、
今
は
コ
ー
ロ
だ
け
置
い
て
あ
る
け
ど
、
昔
は
石
を
一
二
個
、
カ
マ
ド
載
せ
ら
れ
る
よ
う
な
格
好
な
ん
で
す
け
ど
、
そ
れ
を
拝
ん
で
い
た
だ
け
で
す
よ
。
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現
在
、
波
照
問
島
で
は
カ
マ
マ
ー
リ
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
二
○
○
八
年
度
の
波
照
問
島
に
お
け
る
観
察
と
聞
き
取
り
調
査
か
ら
記
す
。
カ
マ
マ
ー
リ
は
一
一
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
行
わ
れ
る
最
初
の
ミ
ョ
ク
チ
ェ
の
次
の
日
、
カ
ン
パ
ナ
の
日
の
夜
に
行
わ
れ
る
。
こ
の
時
期
は
、
風
が
吹
き
、
気
温
も
下
が
り
、
波
照
間
島
で
も
暖
房
が
使
わ
れ
る
時
期
で
あ
る
。
昔
は
茅
葺
の
家
が
多
く
竃
だ
っ
た
の
で
火
事
も
起
こ
り
や
す
く
、
風
の
強
い
こ
の
時
期
に
は
特
に
火
事
が
起
こ
り
や
す
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
島
の
人
は
い
う
。
勝
連
隆
生
氏
は
「
オ
ッ
サ
レ
ー
を
や
る
日
は
神
行
事
の
カ
ン
パ
ナ
の
日
な
ん
で
す
よ
。
カ
ン
パ
ナ
の
日
は
御
嶽
を
掃
波
照
間
島
の
神
行
事
は
一
年
を
三
分
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
一
連
の
神
行
事
の
始
ま
り
の
日
を
ミ
ョ
ク
チ
ェ
と
い
う
。
ミョクチェは年に三回あり、六一一一～七一一一歳までの老人たちによる御嶽の掃除の日である。八重山の一
年
の
行
事
は
一
○
月
か
ら
一
一
月
に
行
わ
れ
る
節
祭
に
始
ま
る
。
波
照
間
島
で
は
節
祭
の
あ
と
の
最
初
の
ミ
ョ
ク
チ
ェ
の
六
日
後
に
麦
と
早
蒔
き
粟
の
播
種
の
た
め
の
新
た
な
祈
願
が
行
わ
れ
た
〔
ア
ウ
エ
ハ
ン
ト
二
○
○
四
一
一
一
七
一
一
一
～
三七四〕。
３
．
カ
マ
マ
ー
リ
の
実
際
（
１
）
カ
マ
マ
ー
リ
の
行
わ
れ
る
曰
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除
す
る
ミ
ヨ
ク
チ
ェ
の
次
の
日
で
す
。
で
も
、
カ
ン
パ
ナ
の
行
事
と
そ
の
夜
行
わ
れ
る
カ
マ
マ
ー
リ
は
全
然
違
う
ん
で
す
」
と
い
う
９
確
か
に
、
カ
ン
パ
ナ
の
行
事
は
ツ
カ
サ
の
行
う
御
嶽
の
行
事
で
あ
る
の
に
対
し
、
カ
マ
マ
ー
リ
に
は
ツ
カ
サ
の
関
与
は
な
い
し
御
嶽
で
特
別
に
祈
願
が
行
わ
れ
る
わ
け
で
も
な
い
。
前
部
落
の
ツ
カ
サ
経
験
者
で
あ
る
山
田
茂
氏
、
外
部
落
の
ツ
カ
サ
経
験
者
で
あ
る
西
島
本
千
代
氏
の
二
人
も
、
カ
マ
マ
ー
リ
は
ツ
カ
サ
の
行
事
と
は
関
係
な
い
と
氏、】
語る。波照
問
島
の
御
嶽
は
”
ワ
ー
“
と
呼
ば
れ
、
各
部
落
に
あ
る
御
嶽
を
〃
部
落
の
ワ
ー
ヘ
部
落
か
ら
離
れ
た
森
の
中
の
御
嶽
を
”
畑
の
ワ
ー
“
と
い
う
。
”
部
落
の
ワ
ー
〃
は
”
畑
の
ワ
ー
“
へ
の
お
通
し
の
た
め
の
ワ
ー
で
あ
る
と
い
わ
れている。〃畑のワー“は鯵蒼とした森になっていて、年一一一回の掃除の日（ミョクチェの日）以外は
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
ミ
ョ
ク
チ
ェ
の
日
は
島
外
に
住
む
も
の
も
〃
畑
の
ワ
ー
“
の
中
に
入
っ
て
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
筆
者
の
調
査
し
た
南
部
落
の
”
部
落
の
ワ
ー
“
は
ア
リ
ン
ト
ワ
ー
、
北
部
落
の
”
部
落
の
ワ
ー
“
は
ミ
シ
ュ
ク
ワ
ー
で
あ
り
別
々
の
ワ
ー
だ
が
、
”
畑
の
ワ
ー
“
は
両
部
落
と
も
シ
サ
バ
ル
ワ
ー
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
”
畑
の
ワ
ー
“
の
掃
除
は
両
部
落
の
人
々
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
〃
畑
の
ワ
ー
“
は
何
町
歩
と
い
う
広
さ
で
あ
り
、
内
部
に
は
広
い
洞
窟
が
あ
る
。
”
畑
の
ワ
ー
“
の
掃
除
は
枝
の
伐
採
か
ら
始
ま
り
、
外
周
道
と
中
央
道
を
含
め
た
道
を
掃
除
し
て
、
伐
採
し
た
木
で
豊
年
祭
に
使
用
す
る
薪
を
作
っ
て
お
く
。
ミ
ョ
ク
チ
ェ
の
日
に
は
ツ
カ
サ
が
”
畑
の
ワ
ー
“
ま
で
行
っ
て
願
い
を
す
る
。
現
在
、
南
部
落
に
は
ツ
カ
サ
が
い
な
い
の
で
、
役
員
の
婦
人
が
ツ
カ
サ
の
か
わ
り
に
祈
願
を
行
っ
て
い
る
。
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ミ
ヨ
ク
チ
ェ
の
翌
日
の
カ
ン
パ
ナ
も
年
に
三
回
行
わ
れ
る
。
カ
ン
パ
ナ
の
曰
は
、
「
カ
ミ
ノ
ジ
ョ
ウ
ノ
ウ
」
と
い
わ
れ
、
七
～
七
三
歳
ま
で
の
部
落
の
人
々
が
五
勺
米
を
拝
所
の
神
さ
ま
（卿）
に
上
納
す
る
日
で
あ
り
、
健
康
と
安
全
を
願
っ
て
も
ら
う
。
現
在
、
南
部
落
で
は
、
カ
ン
パ
ナ
の
日
の
午
前
中
に
”
部
落
の
ワ
ー
“
で
役
に
あ
た
っ
た
二
名
の
婦
人
が
供
物
を
供
え
祈
願
を
す
るだけである。その日、男性の行う仕事は特にない。
で
は
、
家
庭
に
お
い
て
カ
マ
マ
ー
リ
当
日
の
準
備
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
崎
山
千
代
氏
は
「
自
分
の
家
で
拝
ん
で
い
る
御
嶽
の
井
戸
あ
る
さ
れ
。
井
戸
か
ら
水
汲
ん
で
き
て
、
ヒ
ノ
カ
ミ
に
も
水
入
れ
て
、
前
に
ム
シ
ロ
も
敷
い
て
や
る
さ
」
と
い
う
。
所
属
す
る
御
嶽
の
水
を
汲
ん
で
き
て
、
ヒ
ヌ
カ
ン
の
前
に
そ
の
水
の
入
っ
た
容
器
を
置
き
、
台
所
の
前
の
庭
に
敷
物
（川）
を
敷
い
て
お
く
と
い
う
の
で
あ
る
。
夕
方
、
筆
者
が
近
所
の
家
を
み
る
と
台
所
の
前
の
庭
に
ダ
ン
ポ
ー
ル
が
敷
い
て
あ
っ
た
。
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
敷
物
の
準
備
を
し
て
い
た
家
は
少
蕊
篝
台所の前に置かれたダンボールの敷物
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カ
マ
マ
ー
リ
は
夜
中
に
行
わ
れ
る
た
め
、
午
後
一
○
時
頃
か
ら
集
会
所
に
部
落
の
役
員
が
集
合
す
る
。
役
員
は
部
落
の
役
員
で
あ
り
公
民
館
の
役
員
と
は
関
係
が
な
い
。
北
部
落
と
南
部
落
の
カ
マ
マ
ー
リ
は
共
同
で
行
な
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
北
部
落
の
役
員
も
南
部
落
の
集
会
所
に
集
合
す
る
。
北
部
落
と
南
部
落
は
隣
接
し
た
部
落
で
あ
り
、
盆
の
行
事
の
ム
シ
ャ
ー
マ
も
共
同
で
参
加
し
て
い
る
。
集
ま
っ
た
人
々
は
約
八
人
、
北
と
南
の
部
落
の
役
員
で
あ
る
。
当
日
の
準
備
と
し
て
は
ト
ゥ
ム
（
供
）
の
持
つ
太
く
て
長
い
棒
（
ツ
エ
に
な
る
）
と
、
タ
チ
グ
シ
ン
と
呼
ば
れ
る
御
神
酒
を
用
意
す
る
こ
と
く
ら
い
で
あ
る
。
カ
マ
マ
ー
リ
に
つ
い
て
は
半
年
間
の
行
事
計
画
表
が
各
家
庭
に
す
で
に
配
ら
れ
て
い
る
の
で
、
事
前
に
な
っ
て
か
ら
の
連
絡
は
特
に
〈焔）
集
会
所
の
右
側
に
は
タ
チ
グ
シ
ン
（
銚
子
が
一
一
本
）
と
塩
と
盃
の
載
っ
た
膳
が
置
か
れ
る
。
役
員
た
ち
は
集
会
所
に
集
ま
っ
た
ら
ま
ず
こ
の
御
神
酒
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
泡
盛
や
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
一
二
時
が
来
る
の
を
待
つ
。
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
雑
談
し
な
が
ら
の
和
や
か
な
雰
囲
気
で
あ
る
。
家
々
を
実
際
に
廻
る
の
は
、
願
い
事
を
唱
え
る
ネ
（Ⅳ） 
ガ
イ
ピ
ト
と
ト
ゥ
ム
で
あ
る
。
南
部
落
の
ネ
ガ
イ
ピ
Ｌ
ｒ
と
ト
ゥ
ム
は
経
験
者
で
あ
っ
た
が
、
北
部
落
の
ネ
ガ
イ
ピ
ト
は
初
め
て
の
人
だ
っ
た
の
で
、
先
輩
た
ち
に
指
導
さ
れ
カ
マ
マ
ー
リ
の
唱
え
ご
と
の
練
習
を
し
て
い
た
。
唱
え
ご
と
は
、
「
オ
ッ
サ
レ
ー
、
オ
ッ
サ
レ
ー
、
オ
ッ
サ
レ
ー
、
キ
ュ
ウ
カ
ラ
ジ
ュ
ン
ガ
ッ
カ
マ
マ
ー
リ
ア
タ
リ
、
カ
マ
マ
ー
リ
ノ
ソ
ウ
ジ
（胴）
１）ないという。
（
２
）
カ
マ
マ
ー
リ
の
準
備
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シ
タ
ボ
ー
リ
ー
」
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
「
オ
ッ
サ
レ
ー
、
オ
ッ
サ
レ
ー
、
オ
ッ
サ
レ
ー
、
今
日
か
ら
一
○
月
カ
マ
マ
１
リ
に
あ
た
り
、
竈
の
周
り
を
掃
除
し
て
く
だ
さ
い
一
で
あ
る
。
練
習
の
後
、
南
部
落
の
ネ
ガ
イ
ピ
ト
を
や
る
先
輩
か
ら
各
戸
を
廻
る
際
の
次
の
よ
う
な
注
意
を
受
け
た
。
①
灯
り
が
点
い
て
い
た
ら
や
ら
な
い
。
そ
の
場
合
は
ツ
エ
で
入
り
口
の
地
面
を
叩
く
、
ツ
エ
で
叩
い
て
も
灯
り
を
消
さ
な
か
っ
た
ら
そ
の
家
は
や
ら
な
い
。
②
ヤ
ー
モ
ト
（
部
落
の
宗
家
）
か
ら
廻
り
始
め
る
。
③
新
宗
教
の
家
は
い
か
な
い
。
④
ヒ
ヌ
カ
ン
に
一
番
近
い
三
番
座
の
前
で
や
る
。
し
か
し
台
所
が
東
側
に
あ
る
場
合
も
あ
る
の
で
注
意
を
す
る
よ
着
を
し
て
い
た
。
ネ
ガ
イ
ピ
ト
と
ト
ゥ
ム
の
特
別
な
服
装
は
な
く
普
段
着
で
行
う
。
筆
者
の
調
査
し
た
の
は
一
一
月
二
九
日
で
あ
り
、
風
が
強
く
吹
き
高
速
船
も
欠
航
が
続
い
た
時
期
で
、
気
温
も
低
く
、
ネ
ガ
イ
ピ
ト
は
ジ
ャ
ン
パ
ー
の
下
に
何
枚
も
重
ね
⑤
人
が
住
ん
で
い
な
く
て
も
ヒ
ヌ
カ
ン
と
仏
壇
が
あ
れ
ば
や
る
。
⑥
ス
ー
イ
ベ
の
家
は
や
ら
な
い
（
白
い
位
牌
の
家
は
や
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
葬
式
後
四
九
日
以
内
の
家
は
や
ら
な
（旧）
うに。い ￣、～〆１９．－〆
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家
々
を
廻
る
順
序
を
北
部
落
と
南
部
落
で
相
談
し
た
あ
と
タ
チ
グ
シ
ン
の
御
神
酒
と
塩
を
い
た
だ
き
、
一
二
時
前
に
両
部
落
の
ネ
ガ
イ
ピ
ト
と
ト
ゥ
ム
の
二
人
一
組
が
カ
マ
マ
ー
リ
に
出
発
し
た
。
あ
と
の
役
員
は
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
集
会
所
で
待
つ
。
し
か
し
、
後
に
カ
マ
マ
ー
リ
の
ツ
エ
の
音
が
聞
こ
え
た
ら
電
気
を
消
し
た
。
以
下
は
、
筆
者
の
観
察
と
カ
マ
マ
ー
リ
の
ネ
ガ
イ
ピ
ト
と
ト
ゥ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
役
員
の
方
々
か
ら
の
聞
き
書
き
で
構
成
し
た
南
部
落
の
カ
マ
マ
ー
リ
の
報
告
で
あ
る
。
南
部
落
の
一
行
は
部
落
の
御
嶽
で
あ
る
ア
リ
ン
ト
ワ
ー
の
手
前
で
手
を
合
わ
せ
て
か
ら
カ
マ
マ
ー
リ
を
始
め
る
。
最
（犯）
初
に
ヤ
ー
モ
ト
を
訪
れ
順
次
各
家
を
廻
る
。
す
で
に
多
く
の
家
で
は
電
灯
を
消
し
て
雨
戸
を
閉
め
て
い
る
。
こ
の
季
節
は
夜
空
い
つ
ぱ
い
に
星
が
見
え
る
の
で
、
た
と
え
家
々
の
灯
り
が
消
え
て
い
て
も
真
っ
暗
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
路
地
に
入
る
と
暗
い
が
、
暗
い
中
で
は
目
が
慣
れ
て
く
る
と
い
う
。
ト
ゥ
ム
は
棒
を
ツ
エ
に
し
て
、
カ
ー
ン
カ
ー
ン
と
地
面
に
力
強
く
打
ち
付
け
音
を
立
て
な
が
ら
歩
く
。
私
語
は
慎
む
。
宮
良
高
弘
に
よ
る
と
「
お
供
は
道
々
杖
で
コ
ン
コ
ン
音
を
立
て
て
オ
ー
ス
サ
ー
レ
ー
、
オ
ー
ス
サ
ー
レ
ー
と
い
い
な
が
ら
通
る
」
と
あ
る
が
、
実
際
に
は
道
中
声
を
出
す
こ
夜
間
、
棒
で
地
面
を
打
つ
音
は
響
く
。
カ
ー
ン
カ
ー
ン
と
い
う
音
を
聞
い
て
あ
わ
て
て
灯
り
を
消
す
家
が
あ
る
。
総
務
の
方
た
ち
に
よ
る
と
、
昔
は
道
路
が
舗
装
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
か
え
っ
て
ズ
ー
ン
ズ
ー
ン
と
家
の
中
ま
で
音
とはない。
（
３
）
ネ
ガ
イ
ピ
ト
と
ト
ゥ
ム
の
巡
行
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が
響
い
た
と
い
う
。
「
こ
ん
な
大
き
な
木
で
ド
ン
ド
ン
と
つ
く
さ
れ
。
夜
遅
い
よ
、
寝
て
る
よ
、
で
も
わ
か
る
よ
。
あ
の
音
聞
い
た
ら
す
ぐ
起
き
る
よ
」
と
崎
山
千
代
氏
は
い
う
。
「
雨
戸
が
閉
ま
っ
て
い
て
も
灯
り
が
隙
間
か
ら
漏
れ
て
い
る
の
で
、
電
気
が
点
い
て
い
る
か
ど
う
か
は
わ
か
る
。
灯
り
が
点
い
て
い
た
ら
門
で
消
す
ま
で
叩
い
て
い
る
。
消
さ
な
か
っ
た
ら
他
の
家
に
行
く
」
と
ネ
ガ
イ
ピ
ト
や
ト
ゥ
ム
を
務
め
た
方
は
い
う
。
地
面
を
叩
く
の
は
灯
り
を
消
し
な
さ
い
と
い
う
合
図
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
ネ
ガ
イ
ピ
ト
や
ト
ゥ
ム
を
務
め
た
方
に
よ
る
と
、
「
音
を
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
寝
て
い
る
地
の
神
様
を
起
こ
す
」
の
だ
と
い
う
。
話
者
に
よ
っ
て
は
、
土
の
神
様
と
も
地
面
の
神
様
と
も
い
う
。
音
を
立
て
な
が
ら
家
の
前
ま
で
き
た
ら
ツ
エ
を
叩
く
の
を
や
め
る
。
ツ
エ
を
叩
く
ト
ゥ
ム
は
門
の
中
に
入
れ
な
い
。
ト
ゥ
ム
は
た
だ
叩
く
だ
け
で
あ
り
、
ネ
ガ
イ
ピ
ト
は
願
う
だ
け
で
、
一
切
も
の
を
い
っ
て
は
い
け
な
い
。
ネ
ガ
イ
ピ
ト
だ
け
庭
に
入
っ
て
い
き
、
三
番
座
の
前
に
膝
ま
ず
い
て
手
を
地
面
に
つ
け
そ
の
手
の
上
に
口
を
寄
せ
て
唱
え
る
が
、
こ
の
と
き
で
き
る
だ
け
体
を
地
面
に
近
づ
け
て
唱
え
る
と
い
う
。
地
の
神
は
地
面
の
ず
－
つ
と
下
に
い
て
耳
が
遠
い
の
で
（皿）
地
面
に
で
き
る
だ
け
近
づ
い
て
大
声
を
出
す
の
だ
と
い
う
。
南
部
落
は
一
二
○
軒
弱
で
あ
り
、
行
事
は
一
時
間
ほ
ど
で
終
わ
っ
た
。
帰
っ
て
か
ら
再
び
御
神
酒
を
い
た
だ
く
。
そ
の
後
、
役
員
全
員
で
御
神
酒
が
な
く
な
る
ま
で
飲
ま
な
け
れ
ば
わった。』
ならない。
他
部
落
の
カ
マ
マ
ー
リ
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
翌
日
、
外
部
落
で
ト
ゥ
ム
を
務
め
た
方
に
お
聞
き
し
た
。
外
部
落
で
も
三
年
前
ま
で
い
つ
も
決
ま
っ
た
人
が
や
っ
て
い
た
が
、
そ
の
人
が
な
く
な
っ
た
た
め
現
在
で
は
部
落
の
役
員
が
交
代
で
や
っ
て
い
る
と
い
う
。
ト
ゥ
ム
を
務
め
た
方
は
、
「
ツ
エ
で
叩
く
役
だ
っ
た
が
、
叩
く
だ
け
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南
・
北
部
落
の
合
同
カ
マ
マ
ー
リ
の
事
例
か
ら
で
は
あ
る
が
、
波
照
間
島
の
カ
マ
マ
ー
リ
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
視
点
か
ら
考
察
す
る
。
で
も
腕
が
疲
れ
た
」
と
語
っ
た
。
外
部
落
で
も
ツ
エ
で
地
面
を
強
く
叩
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、
北
部
落
の
ネ
ガ
イ
ピ
ト
が
先
輩
か
ら
各
戸
を
廻
る
際
に
受
け
た
注
意
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
①
灯
り
が
点
い
て
い
た
ら
や
ら
な
い
。
八
重
山
の
中
心
で
あ
る
石
垣
島
に
電
力
の
供
給
が
始
め
ら
れ
た
の
は
、
昭
和
二
年
（
一
九
一
一
七
）
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
は
ラ
ン
プ
が
使
用
さ
れ
て
い
た
〔
石
垣
市
史
編
集
委
員
会
一
九
九
四
三
九
一
〕
・
勝
連
文
雄
氏
に
よ
る
と
波
照
間
島
で
本
格
的
な
電
力
の
供
給
が
始
ま
っ
た
の
は
戦
後
の
こ
と
だ
と
い
う
。
家
に
明
か
り
が
つ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
昭
和
前
期
ま
で
は
ラ
ン
プ
に
火
を
灯
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
深
夜
は
カ
マ
ド
で
煮
炊
き
も
終
わ
っ
た
時
間
帯
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
か
つ
て
カ
マ
マ
ー
リ
の
行
わ
れ
る
夜
は
家
の
中
で
火
を
使
う
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
４
．
波
照
間
島
の
カ
マ
マ
ー
リ
の
考
察
（
１
）
カ
マ
マ
ー
リ
の
行
事
の
性
格
ｌ
諸
注
意
の
分
析
を
中
心
に
Ｉ
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②
ヤ
ー
モ
ト
（
部
落
の
宗
家
）
か
ら
廻
り
始
め
る
。
沖
縄
の
神
行
事
の
多
く
は
い
ま
で
も
、
ト
ネ
ム
ト
ウ
、
ヤ
ー
モ
ト
な
ど
と
呼
ば
れ
る
集
落
の
草
分
け
の
家
か
ら
行
わ
れ
る
。
こ
の
場
合
も
そ
の
習
慣
に
従
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
③
新
宗
教
の
家
は
い
か
な
い
。
沖
縄
で
は
従
来
の
年
中
行
事
の
ほ
と
ん
ど
は
神
行
事
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
新
宗
教
の
中
に
は
従
来
の
年
中
行
事
に
対
し
て
否
定
的
な
考
え
方
を
す
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
は
新
宗
教
の
家
の
ほ
う
か
ら
の
要
望
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
④
ヒ
ヌ
カ
ン
に
一
番
近
い
三
番
座
の
前
で
や
る
。
カ
マ
マ
ー
リ
は
台
所
の
ヒ
ヌ
カ
ン
に
向
か
っ
て
祈
願
す
る
と
い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
⑤
人
が
住
ん
で
い
な
く
て
も
ヒ
ヌ
カ
ン
と
仏
壇
が
あ
れ
ば
や
る
。
人
が
住
ん
で
い
る
い
な
い
に
関
わ
ら
ず
、
ヒ
ヌ
カ
ン
と
仏
壇
が
あ
れ
ば
祈
願
が
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
本
来
、
こ
の
二
つ
が
残
っ
て
い
る
場
合
は
家
の
持
ち
主
が
帰
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
い
⑥
ス
ー
イ
ベ
の
家
は
や
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
死
者
が
出
て
四
九
日
以
内
の
家
は
行
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
波
照
問
島
で
は
四
九
日
が
お
わ
ら
な
い
う
ち
は
い
っ
さ
い
の
神
行
事
に
参
加
し
な
い
と
い
う
。
うる
｡｡ 
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①からは、電気のなかった時代には、カママーリの夜は部落中が火を消していなければならなかっ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
節
祭
な
ど
の
特
別
な
夜
に
行
わ
れ
て
い
た
精
進
に
通
じ
る
行
い
で
あ
る
。
精
進
の
夜
、
火
を
消
し
た
事
例
は
八
重
山
に
い
く
つ
か
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
川
平
で
は
節
祭
の
初
日
は
、
初
夜
、
精
進
夜
と
も
い
わ
れ
、
日
没
後
は
カ
マ
ド
の
火
を
消
し
、
精
進
を
守
っ
た
と
い
う
〔
湧
上
二
○
○
○
一
一
七
一
一
一
〕
。
波
照
間
島
で
は
精
進
を
ソ
ー
ズ
と
い
っ
た
。
勝
連
文
雄
氏
は
「
ソ
ー
ズ
っ
て
い
う
の
は
ね
、
神
様
に
対
し
て
静
粛
に
す
る
こ
と
。
お
お
ざ
っ
ぱ
じ
ゃ
な
い
よ
、
ソ
ー
ズ
っ
て
い
う
の
は
つ
と
め
と
い
っ
て
、
今
は
ソ
ー
ズ
の
時
間
だ
か
ら
と
い
う
と
も
の
も
（”｝） 
一一一一口わない、音もださない、シーンとしている」と語る。前述のオッサーレに関する一一一一口説に「覗いては
い
け
な
い
」
（
崎
山
千
代
氏
）
、
「
や
っ
て
い
る
人
に
話
し
て
は
い
け
な
い
」
（
勝
連
隆
生
氏
）
と
い
う
タ
ブ
ー
が
あ
っ
た
（鋤）
が
、
カ
マ
マ
ー
リ
の
夜
は
カ
マ
ド
の
火
を
消
し
て
勝
手
な
行
動
や
私
室
叩
を
慎
む
精
進
の
夜
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
カ
マ
マ
ー
リ
の
夜
が
本
来
、
火
を
使
う
こ
と
を
禁
じ
た
精
進
の
夜
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
『
琉
球
国
由
来
記
』
の
電
廻
の
記
述
か
ら
も
推
測
で
き
る
。
同
書
に
は
二
○
月
一
日
竈
廻
。
冬
に
至
り
、
寒
気
を
防
ぐ
た
め
、
人
は
好
ん
で
火
を
使
う
。
よ
っ
て
失
火
あ
る
を
恐
れ
、
用
心
の
た
め
村
々
家
々
で
火
を
盛
ん
に
使
う
の
を
禁
じ
る
淀
が
あ
っ
た
（型）
のだろうか」とあるが、同聿皀の編纂された一七一一一一年にはすでにカママーリの夜が火を禁じる精進の
夜
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
②
③
⑥
か
ら
は
こ
の
行
事
が
人
々
に
ど
の
よ
う
な
行
事
と
認
識
さ
れ
て
い
る
の
か
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
家
並
み
順
で
は
な
く
ヤ
ー
モ
ト
か
ら
行
わ
れ
る
こ
と
と
い
い
、
新
宗
教
の
家
や
喪
中
の
家
は
参
加
し
な
い
こ
と
か
ら
は
カ
マ
マ
ー
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④⑤からは、，
とが確認される。
以
上
の
諸
注
意
の
分
析
か
ら
は
、
か
つ
て
カ
マ
マ
ー
リ
の
夜
は
家
の
中
で
火
を
消
し
て
精
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
夜
で
あ
り
、
カ
マ
マ
ー
リ
は
神
行
事
と
同
じ
扱
い
で
あ
り
、
実
際
に
は
台
所
の
ヒ
ヌ
カ
ン
に
向
か
っ
て
祈
願
し
て
い
る
ことがわかる。
リ
は
神
行
事
と
同
じ
扱
い
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
だ
か
ら
、
部
落
の
役
員
は
神
行
事
の
始
ま
り
に
は
つ
き
も
の
の
タ
チ
グ
シ
ン
を
い
た
だ
い
て
、
カ
マ
マ
ー
リ
を
始
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
④
⑤
か
ら
は
、
カ
マ
マ
ー
リ
は
人
家
に
祈
願
す
る
の
で
は
な
く
台
所
の
ヒ
ヌ
カ
ン
に
向
か
っ
て
祈
願
す
る
と
い
う
こ
夜
間
、
ツ
エ
で
地
面
を
打
つ
音
は
響
く
。
昔
は
道
路
が
舗
装
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
か
え
っ
て
ズ
ー
ン
ズ
ー
ン
と
家
の
中
ま
で
ツ
エ
の
音
が
響
い
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
ト
ゥ
ム
が
力
を
込
め
て
ツ
エ
で
地
面
を
叩
く
も
の
だ
か
ら
よ
け
い
に
音
は
響
く
。
南
部
落
の
ト
ゥ
ム
は
「
で
き
る
だ
け
力
を
入
れ
て
ツ
エ
を
叩
く
よ
う
に
す
る
」
と
い
う
。
外
部
落
の
ト
ゥ
ム
も
「
ツ
エ
で
叩
く
役
だ
っ
た
が
、
叩
く
だ
け
で
も
腕
が
疲
れ
た
」
と
い
う
。
ツ
エ
で
地
面
を
叩
き
音
を
立
て
な
が
ら
の
集
落
の
巡
行
に
は
特
別
の
意
味
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
で
は
、
カ
マ
マ
ー
リ
と
同
じ
よ
う
に
、
ツ
エ
の
音
を
さ
せ
な
が
ら
集
落
を
巡
行
す
る
行
事
は
波
照
間
島
に
は
他
に
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
例
と
し
て
盆
の
最
後
の
日
に
行
わ
れ
る
イ
タ
シ
キ
バ
ラ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
波
照
問
島
で
は
旧
暦
（
２
）
ツ
エ
を
つ
く
男
た
ち
の
巡
行
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七
月
一
三
日
に
供
物
を
飾
り
祖
先
を
迎
え
、
一
四
日
に
村
を
あ
げ
て
の
歌
と
踊
り
の
出
し
物
で
祖
先
を
楽
し
ま
せ
、
｜
（羽）
五
日
に
祖
先
の
霊
を
送
る
。
そ
し
て
一
六
日
が
イ
タ
シ
キ
バ
ー
フ
で
あ
る
。
昔
、
イ
タ
シ
キ
バ
ー
フ
で
は
、
老
人
た
ち
が
井
戸
と
溝
の
掃
除
を
し
て
、
と
も
に
歌
を
歌
い
ツ
エ
で
打
ち
な
が
ら
村
を
歩
き
、
さ
ま
よ
っ
て
い
る
マ
ー
ザ
ム
ヌ
（
魔
物
）
を
追
い
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
〔
ア
ウ
エ
ハ
ン
ト
二
○
○
六
一
一
一
四
一
一
一
〕
・
勝
連
文
雄
氏
は
、
「
イ
タ
シ
キ
バ
ラ
の
日
は
シ
マ
の
ア
ク
バ
ラ
イ
で
あ
り
、
年
寄
り
が
道
路
で
歌
を
う
た
っ
て
ド
ラ
を
叩
い
て
ア
ク
バ
ラ
イ
を
す
る
」
と
い
う
。
氏
は
そ
の
理
由
を
、
お
盆
に
は
仏
を
墓
か
ら
招
い
て
き
て
、
家
で
供
養
し
て
お
返
し
す
る
が
、
こ
の
と
き
身
寄
り
の
な
い
ホ
ト
ケ
、
ガ
キ
ド
モ
が
部
落
内
で
う
ろ
う
ろ
し
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
。
現
在
で
は
勝
連
文
雄
氏
の
語
る
よ
う
に
、
ド
ラ
を
打
っ
た
り
し
て
集
落
の
厄
払
い
と
浄
化
を
行
っ
て
い
る
の
だ
が
、
か
つ
て
は
ア
ウ
エ
ハ
ン
ト
の
記
述
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
集
落
中
ツ
エ
を
打
ち
な
が
ら
歩
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
集
落
の
魔
物
を
追
い
払
い
、
集
落
を
浄
化
す
る
と
い
う
信
仰
習
俗
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
波
照
間
島
で
は
、
ツ
エ
を
つ
い
て
島
を
巡
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
島
全
体
を
浄
化
す
る
行
事
も
あ
っ
た
。
節
祭
の
夜
に
行
わ
れ
た
島
の
浄
化
の
た
め
の
儀
礼
的
な
巡
行
、
シ
ィ
マ
ソ
ー
ジ
ィ
で
あ
る
。
そ
の
夜
は
特
別
の
家
の
戸
主
が
ツ
エ
を
つ
き
な
が
ら
従
者
一
人
を
連
れ
、
東
か
ら
西
ま
で
島
を
歩
い
て
い
き
、
島
の
浄
化
と
収
穫
を
祈
願
し
た
と
い
う
〔
ア
ウ
エ
ハ
ン
ト
二
○
○
四
一
一
一
六
九
〕
。
カ
マ
マ
ー
リ
の
夜
は
人
々
に
と
っ
て
精
進
の
夜
で
あ
っ
た
と
述
べ
た
が
、
そ
の
夜
は
ツ
エ
を
つ
く
男
た
ち
の
巡
行
に
よ
っ
て
集
落
中
を
浄
化
す
る
夜
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
波
照
問
島
で
は
、
カ
マ
マ
ー
リ
の
行
わ
れ
る
日
は
御
嶽
の
掃
除
の
行
わ
れ
る
ミ
ョ
ク
チ
ェ
の
次
の
日
で
あ
る
。
つ
ま
り
波
照
問
島
で
は
、
ミ
ョ
ク
チ
ェ
の
日
は
島
の
聖
域
で
あ
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八
重
山
の
他
の
地
域
に
お
け
る
カ
マ
マ
ー
リ
に
関
す
る
聞
き
書
き
で
は
、
離
れ
の
台
所
で
あ
る
ト
ゥ
ー
ラ
や
台
所
の
中
に
入
り
（
黒
島
）
、
あ
る
い
は
庭
先
で
（
川
平
、
大
浜
）
祈
願
を
行
っ
た
と
い
う
。
台
所
、
あ
る
い
は
台
所
の
前
の
庭先で祈願をするという行為は、結果的には台所の中の竈（今はガス台だが）のそばに置かれたヒヌ
カ
ン
を
拝
む
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
カ
マ
マ
ー
リ
を
経
験
し
た
勝
連
隆
生
氏
も
「
カ
マ
ド
の
と
こ
ろ
に
ピ
ナ
カ
ン
っ
て
あ
る
で
し
よ
。
今
は
コ
ー
ロ
だ
け
置
い
て
あ
る
け
ど
、
昔
は
石
を
三
個
、
カ
マ
ド
載
せ
ら
れ
る
よ
う
な
格
好
な
ん
で
す
け
ど
、
そ
れ
を
拝
ん
で
い
た
だ
け
で
す
よ
」
と
語
っ
た
。
沖
縄
の
台
所
の
ガ
ス
台
の
そ
ば
に
は
今
で
も
香
炉
が
置
か
れ
上
ヌ
カ
ン
が
祀
ら
れ
て
い
る
が
、
昔
は
三
個
の
石
あ
る
い
は
士
を
竈
の
前
に
三
角
形
に
並
べ
て
ヒ
ヌ
カ
ン
と
し
て
い
た
。
窪
徳
忠
は
い
わ
ゆ
る
ヒ
ヌ
カ
ン
信
仰
は
県
下
の
火
ま
た
は
竃
に
対
す
る
信
仰
と
中
国
の
竃
神
信
仰
と
の
複
合
信
仰
だ
と
い
う
が
〔
窪
一
九
七
一
三
四
五
～
一
一
一
四
六
〕
、
現
在
、
波
照
問
島
の
人
々
の
生
活
の
中
で
台
所
の
ヒ
ヌ
カ
ン
は
ど
の
よ
う
な
神
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
台
所
の
ヒ
ヌ
カ
ン
に
つ
い
て
崎
山
千
代
氏
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
く
れ
た
。
る
御
嶽
を
掃
除
し
て
、
そ
の
翌
日
の
夜
は
カ
マ
マ
ー
リ
に
よ
っ
て
人
々
の
住
む
集
落
中
を
浄
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
３
）
カ
マ
マ
ー
リ
と
結
び
つ
い
た
信
仰
お
よ
び
信
仰
習
俗
じ
い
ち
ゃ
ん
亡
く
な
っ
て
さ
、
仏
壇
に
毎
朝
、
お
茶
も
お
水
も
付
け
て
花
活
け
も
し
て
、
ト
ー
ト
ー
メ
ー
し
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こ
の
聞
き
書
き
か
ら
は
、
毎
日
、
崎
山
千
代
氏
は
亡
く
な
っ
た
夫
に
つ
い
て
は
仏
壇
で
拝
み
、
生
き
て
い
る
家
族
の
健
康
と
繁
栄
に
つ
い
て
は
ヒ
ヌ
カ
ン
に
祈
願
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
氏
の
世
代
は
毎
日
ヒ
ヌ
カ
ン
を
拝
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ヒ
ヌ
カ
ン
は
人
々
の
健
康
と
繁
栄
を
願
う
神
な
の
で
あ
る
。
波
照
問
島
の
各
家
庭
の
さ
ま
ざ
ま
な
年
中
行
事
で
は
、
床
の
間
の
香
炉
と
と
も
に
台
所
の
ヒ
ヌ
カ
ン
が
拝
さ
れ
、
人
々
は
ヒ
ヌ
カ
ン
に
家
族
の
健
康
と
そ
の
家
の
繁
栄
を
祈
っ
て
き
た
。
ヒ
ヌ
カ
ン
は
家
の
守
り
神
な
の
で
あ
る
。
カ
マ
マ
ー
リ
の
唱
え
ご
と
の
内
容
は
前
述
し
た
よ
う
に
「
今
日
か
ら
一
○
月
カ
マ
マ
ー
リ
に
あ
た
り
、
竈
の
周
り
を
掃
除
し
て
く
だ
さ
い
」
で
あ
る
が
、
人
々
は
唱
え
ご
と
の
内
容
に
は
あ
ま
り
注
意
を
払
わ
な
い
。
若
い
人
は
「
短
い
言
葉
を
な
に
か
言
っ
て
い
く
だ
け
」
と
評
し
、
年
寄
り
も
「
ヒ
ノ
カ
ミ
に
一
一
一
回
や
っ
て
、
上
等
に
や
っ
て
く
だ
さ
い
っ
て
言
っ
て
か
ら
帰
る
」
と
い
う
程
度
の
認
識
だ
った。選ばれた二人のものが夜更けにその家のヒヌカンの前で祈願をするという行為は、家人にとっ
て
は
単
な
る
火
の
用
心
の
祈
願
で
は
な
く
、
そ
の
家
の
人
々
の
健
康
と
繁
栄
を
祈
願
し
て
い
る
と
も
う
つ
っ
た
と
考
え
て
る
さ
。
ト
ー
ト
ー
メ
ー
は
毎
日
さ
・
そ
れ
か
ら
ヒ
ヌ
カ
ン
に
も
線
香
上
げ
て
、
「
今
日
、
家
族
が
み
ん
な
、
タ
ビ
に
あ
る
も
の
も
、
み
ん
な
が
ん
ば
っ
て
仕
事
さ
せ
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
お
願
い
す
る
。
線
香
は
平
た
い
香
を
あ
げる。ヒヌカンはオカマの前に石みつつあるよ。花活けと塩と線香と水と毎日やっている。それ
から朝ご飯食べる。ばあちゃんの時代はね、毎日ヒヌカンは拝んでいる。今は、人によっては拝
ま
な
い
。
拝
ん
で
い
る
人
は
拝
ん
で
い
る
。
香
炉
も
石
も
茶
碗
も
じ
い
さ
ん
の
時
代
の
も
の
さ
・
替
え
な
い
よ
。
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←
ら
れ
る
。
勝
連
文
雄
氏
は
、
「
カ
マ
マ
ー
リ
で
は
、
火
の
用
心
に
よ
っ
て
炊
事
場
の
竈
を
中
心
と
し
た
家
族
の
健
康
と
ホ
ウ
ッ
ク
（
豊
作
）
を
祈
願
す
る
」
と
語
っ
た
が
、
こ
の
勝
連
文
雄
氏
の
言
葉
の
よ
う
に
、
波
照
問
島
の
カ
マ
マ
ー
リ
は
、
ヒ
ヌ
カ
ン
の
信
仰
と
結
び
つ
い
て
、
家
の
繁
栄
と
家
族
の
健
康
を
ヒ
ヌ
カ
ン
に
祈
願
す
る
行
事
と
し
て
も
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
カ
マ
マ
ー
リ
は
ヒ
ヌ
カ
ン
を
拝
ん
で
い
る
だ
け
で
は
な
い
。
ネ
ガ
イ
ピ
ト
や
ト
ゥ
ム
を
務
め
た
方
に
よ
る
と
、
「
（
ツ
エ
で
）
音
を
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
寝
て
い
る
地
の
神
様
を
起
こ
す
」
の
だ
と
い
う
。
前
述
し
た
が
、
「
オ
ッ
サ
レ
ー
の
行
事
で
は
炊
事
場
に
や
っ
て
来
て
、
火
の
神
、
地
の
神
に
オ
ッ
サ
レ
ー
と
声
を
掛
け
火
の
用
心
を
願
う
」
（
勝
連
文
雄
氏
）
と
い
う
。
実
際
、
ネ
ガ
イ
ピ
ト
は
地
面
の
下
の
方
に
い
る
神
様
に
聞
こ
え
る
よ
う
に
、
体
を
で
き
る
だ
け
地
面
に
近
づ
け
、
地
面
に
手
を
つ
い
て
口
を
あ
て
て
願
い
事
を
唱
え
る
。
つ
ま
り
カ
マ
マ
ー
リ
に
お
け
る
祈
願
の
対
象
は
、
台
所
の
ヒ
ヌ
カ
ン
と
地
面
の
下
の
地
の
神
の
両
方
な
の
で
崎山家のヒヌカン（三個の石はすでにない）
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ある。
（躯）
で
は
波
照
間
島
に
お
け
る
地
の
神
の
信
仰
と
は
ど
の
よ
う
な
信
仰
な
の
だ
ろ
う
か
。
勝
連
文
雄
氏
に
よ
る
と
、
波
照
間
島
で
は
屋
敷
の
願
い
、
地
鎮
祭
、
墓
を
作
る
と
き
な
ど
、
地
面
を
い
じ
る
と
き
は
い
つ
で
も
地
の
神
様
に
オ
ッ
サ
レ
ー
と
唱
え
る
と
い
う
。
氏
の
話
か
ら
推
察
す
る
に
、
波
照
間
島
で
は
地
の
神
へ
の
信
仰
習
俗
は
家
や
墓
の
造
営
と
係
わ
っ
て
い
て
、
農
耕
と
は
結
び
つ
い
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
勝
連
文
雄
氏
は
「
お
墓
の
新
築
、
復
元
な
ど
に
は
地
の
神
（頭）
に
願
い
事
を
し
て
、
地
の
神
様
に
地
代
を
払
っ
て
か
ら
お
墓
を
作
る
。
地
の
神
様
は
シ
ン
ポ
で
あ
る
か
ら
一
二
声
オ
ッ
サ
レ
ー
を
掛
け
る
」
と
語
る
。
こ
の
勝
連
文
雄
氏
の
言
葉
も
、
「
地
の
神
は
地
面
の
下
に
い
る
、
耳
が
悪
い
」
、
「
地
の
神
は
土
の
ズ
ー
ッ
と
下
に
い
て
耳
が
遠
い
の
で
大
声
を
出
し
て
や
る
」
「
（
ツ
エ
で
）
音
を
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
寝
て
い
る
地
の
神
様
を
起
こ
す
」
と
い
う
言
説
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
カ
マ
マ
ー
リ
は
地
面
を
い
じ
る
行
事
で
は
な
い
。
で
は
な
ぜ
カ
マ
マ
ー
リ
で
は
ツ
エ
で
地
面
を
強
く
叩
き
音
を
立
て
て
地
の
神
を
起
こ
し
て
「
オ
ッ
サ
レ
ー
」
と
祈
願
を
す
る
の
か
。
こ
の
筆
者
の
疑
問
に
対
し
て
、
集
ま
っ
て
い
た
南
・
北
両
部
落
の
役
員
の
方
々
は
明
瞭
な
答
え
を
し
て
は
く
れ
な
か
っ
た
。
役
員
の
方
々
も
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
カ
マ
マ
ー
リ
と
地
の
神
へ
の
祈
願
が
結
び
つ
い
た
理
由
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
勝
連
文
雄
氏
に
よ
る
と
「
オ
ッ
サ
レ
ー
」
と
は
地
の
神
を
起
こ
す
と
き
に
三
回
唱
え
る
唱
え
ご
と
で
あ
る
と
い
う
が
、
八
重
山
の
他
の
地
域
の
カ
マ
マ
ー
リ
の
唱
え
ご
と
か
ら
考
え
る
に
、
実
際
に
は
「
オ
ッ
サ
レ
ー
」
と
い
う
言
葉
は
唱
え
ご
と
を
始
め
る
ま
え
の
呼
び
か
け
の
言
葉
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
波
照
問
島
で
は
「
オ
ッ
サ
レ
ー
」
と
三
回
唱
え
て
行
わ
れ
る
行
事
も
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オ
ッ
サ
レ
ー
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
波
照
問
島
で
カ
マ
マ
ー
リ
が
オ
ッ
サ
レ
ー
と
呼
ば
れ
る
理
由
は
、
唱
え
ご
と
の
最
初
に
大
声
で
「
オ
ッ
サ
レ
ー
」
と
三
回
唱
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
カ
マ
マ
ー
リ
で
は
唱
え
ご
と
の
最
初
に
、
「
オ
ッ
サ
レ
ー
」
と
三
回
唱
え
る
か
ら
、
地
の
神
を
呼
び
出
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ツ
エ
で
地
面
を
強
く
叩
く
の
は
寝
て
い
る
地
の
神
を
起
こ
す
た
め
だ
と
い
う
が
、
そ
れ
は
カ
マ
マ
ー
リ
の
行
事
が
地
の
神
の
伝
承
と
結
び
つ
い
た
た
め
に
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ツ
エ
で
地
面
を
強
く
叩
き
大
き
な
音
を
出
す
の
は
”
寝
て
い
る
地
の
神
を
起
こ
す
“
た
め
で
は
な
く
違
う
意
味
が
あ
っ
た
。
八
重
山
に
お
け
る
筆
者
の
調
査
で
は
、
多
く
の
人
が
カ
マ
マ
ー
リ
の
夜
に
廻
っ
て
く
る
も
の
は
ツ
エ
で
コ
ン
コ
ン
、
ド
ン
ド
ン
、
ザ
ラ
ン
ザ
ラ
ン
、
グ
ワ
ー
ン
グ
ワ
ー
ン
な
ど
と
音
を
た
て
た
と
答
え
て
い
る
。
伊
原
問
の
オ
ッ
サ
ー
レ
は
ツ
エ
に
銅
貨
を
は
め
込
ん
で
い
て
ザ
ラ
ン
ザ
ラ
ン
と
音
を
立
て
た
と
い
う
が
、
こ
の
よ
う
な
ツ
エ
の
工
夫
は
音
を
た
て
る
こ
と
を
さ
ら
に
強
調
す
る
た
め
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
〔
古
谷
野
二
○
○
七
一
一
六
〕
。
か
つ
て
八
重
山
で
は
火
事
が
起
こ
る
前
に
は
火
玉
が
そ
の
周
辺
を
飛
び
回
っ
て
い
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
筆
者
は
大
浜
で
、
「
火
事
に
な
っ
た
ら
ド
ラ
を
叩
い
て
音
を
た
て
て
火
の
玉
を
追
い
や
っ
た
」
「
火
事
の
あ
っ
た
あ
と
、
夜
中
に
箕
と
か
を
バ
ン
（洲）
バ
ン
叩
い
た
。
こ
れ
を
ピ
ダ
マ
を
追
う
と
い
っ
た
」
と
い
う
話
を
お
聞
き
し
た
。
川
平
で
は
ゴ
イ
サ
ギ
の
泣
き
声
が
火
事
の
前
兆
と
恐
れ
ら
れ
て
い
て
、
ゴ
イ
サ
ギ
が
村
の
上
空
を
声
高
く
鳴
き
通
る
と
き
は
、
各
家
で
杵
で
臼
を
コ
ー
ン
、
コ
ー
ン
と
三
回
叩
い
た
と
い
う
。
石
垣
島
の
四
力
字
で
も
ゴ
イ
サ
ギ
の
鳴
く
夜
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
臼
を
叩
く
音
が
し
て
、
い
つ
と
き
賑
や
か
に
な
っ
た
と
い
う
〔
石
垣
市
史
編
集
委
員
会
二
○
○
七
七
四
○
〕
。
こ
の
よ
う
に
音
を
立
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て
て
火
事
の
原
因
と
な
る
火
玉
を
追
い
払
う
と
い
う
習
俗
が
あ
っ
た
。
し
か
も
音
を
立
て
て
追
い
払
う
の
は
火
玉
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
前
述
し
た
が
、
現
在
、
波
照
問
島
の
イ
タ
シ
キ
バ
ラ
で
は
ド
ラ
を
叩
き
な
が
ら
集
落
を
廻
り
身
寄
り
の
な
い
ホ
ト
ケ
・
ガ
キ
ド
モ
を
追
い
払
い
集
落
の
厄
払
い
と
浄
化
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
音
を
立
て
て
集
落
を
浄
化
す
る
習
俗
は
八
重
山
の
他
の
地
域
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
西
表
島
の
干
立
で
は
節
祭
の
翌
日
に
集
落
の
厄
払
い
と
浄
化
を
行
う
。
ド
ラ
打
ち
を
先
頭
に
し
て
人
々
が
一
軒
一
軒
家
並
み
順
に
集
落
の
全
戸
を
廻
る
。
ド
ラ
打
ち
の
み
は
庭
の
中
に
入
り
、
家
の
周
囲
を
ド
ラ
を
打
ち
な
が
ら
右
回
り
に
一
周
す
る
。
真
謝
永
模
氏
（
昭
和
一
七
年
生
ま
れ
干
立
在
住
）
に
よ
る
と
、
「
節
祭
に
は
亡
く
な
っ
た
方
々
が
共
に
お
祝
い
し
よ
う
と
こ
の
時
期
に
や
っ
て
く
る
の
で
魂
が
う
ろ
ち
ょ
ろ
し
て
い
る
。
祭
り
の
翌
朝
、
ま
だ
寝
ぼ
け
て
い
て
帰
ら
な
い
で
こ
こ
に
い
る
の
で
、
い
い
魂
も
悪
い
魂
も
追
い
払
う
た
め
に
ド
ラ
を
打
っ
て
一
軒
一
軒
廻
っ
て
清
め
の
儀
式
を
す
る
」
と
い
う
。
火
玉
や
本
来
帰
る
べ
き
魂
（
必
ず
し
も
い
い
意
味
で
は
な
い
、
勝
連
文
雄
氏
は
こ
れ
を
ガ
キ
ド
モ
と
い
う
）
な
ど
の
目
に
見
え
な
い
ま
が
ま
が
し
い
も
の
は
、
大
き
な
音
を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
追
い
払
え
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
カ
マ
マ
ー
リ
で
ツ
エ
で
地
面
を
強
く
叩
き
大
き
な
音
を
出
す
の
は
厄
払
い
と
清
め
の
意
味
な
の
で
あ
る
。
筆
者
は
”
集
落
中
ツ
エ
を
打
ち
な
が
ら
歩
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
集
落
の
魔
物
を
追
い
払
い
集
落
を
浄
化
す
る
と
い
う
習
俗
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
“
と
述
べ
た
が
、
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
も
う
な
づ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
（羽）
こ
こ
で
は
さ
ら
に
な
ぜ
ツ
エ
で
地
面
を
打
っ
て
立
曰
を
た
て
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
地
面
を
叩
い
た
り
ツ
エ
で
突
く
行
事
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
南
九
州
で
は
正
月
行
事
の
ハ
ラ
メ
ウ
チ
、
モ
グ
ラ
ウ
チ
、
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ナ
レ
ナ
レ
な
ど
が
あ
る
。
小
野
重
朗
は
、
こ
れ
ら
の
行
事
は
小
正
月
の
来
訪
神
が
部
落
を
訪
れ
て
、
花
嫁
の
接
待
を
受
け
、
閉
ざ
し
固
め
ら
れ
た
土
を
掘
棒
的
な
祝
い
棒
で
打
ち
起
こ
し
、
農
耕
を
始
め
る
た
め
の
儀
礼
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
〔
小
野
一
九
九
六
一
八
六
・
八
九
〕
。
八
重
山
の
事
例
で
は
、
石
垣
市
川
平
の
節
祭
に
現
れ
る
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
が
（加）
あ
る
。
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
は
ミ
ノ
・
カ
サ
・
ツ
エ
（
六
尺
棒
）
姿
で
家
々
を
訪
れ
、
庭
先
で
五
穀
豊
穣
の
唱
え
一
」
と
を
し
た
後
、
家
人
の
接
待
を
受
け
る
。
筆
者
の
実
見
に
よ
る
と
、
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
は
家
で
接
待
を
受
け
た
後
、
後
ず
さ
り
し
て
庭
に
下
り
る
と
、
ツ
エ
を
持
っ
て
く
る
り
と
廻
っ
て
ツ
エ
を
地
面
に
あ
て
、
次
に
反
対
に
廻
っ
て
ツ
エ
を
地
面
に
あ
て
る
。
こ
れ
も
や
は
り
ツ
エ
を
地
面
に
あ
て
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ツ
エ
を
地
面
に
あ
て
る
行
為
に
は
土
地
の
浄
化
の
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
マ
ュ
ン
ガ
ナ
シ
の
行
事
の
性
格
か
ら
考
え
る
と
新
し
い
年
の
豊
穣
祈
願
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
地
面
を
叩
く
、
突
く
と
い
う
行
為
は
単
な
る
土
地
の
浄
化
で
は
な
く
豊
穣
祈
願
と
も
結
び
つ
く
。
波
照
間
島
の
カ
マ
マ
ー
リ
は
節
祭
の
あ
と
の
麦
と
旱
蒔
き
粟
の
播
種
を
始
め
る
前
に
行
わ
れ
る
。
つ
ま
り
こ
の
時
期
は
新
し
い
年
の
豊
穣
祈
願
の
た
め
の
精
進
の
時
期
で
あ
り
、
カ
マ
マ
ー
リ
は
農
耕
の
始
ま
る
前
の
豊
穣
祈
願
と
結
び
つ
い
た
部
落
の
浄
化
と
い
う
意
味
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
カ
マ
マ
ー
リ
と
豊
穣
祈
願
の
関
連
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
考
察
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
カ
マ
マ
ー
リ
の
行
事
は
さ
ま
ざ
ま
な
信
仰
や
信
仰
習
俗
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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こ
こ
で
は
、
か
っ
て
八
重
山
で
行
わ
れ
て
い
た
カ
マ
マ
ー
リ
と
波
照
間
島
の
実
際
の
カ
マ
マ
ー
リ
と
を
比
較
検
討
し
てみたい。
筆
者
は
拙
稿
（
二
○
○
七
）
に
お
い
て
、
閏
書
き
を
中
心
に
、
「
ミ
ノ
・
カ
サ
・
ツ
エ
の
夜
廻
り
役
」
（
カ
マ
マ
ー
リ
の
こ
と
》
筆
者
）
の
行
事
の
主
な
特
徴
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。
そ
れ
ら
を
参
考
に
、
今
回
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
波
照
間
島
の
カ
マ
マ
ー
リ
の
実
際
と
を
対
比
し
て
次
に
記
す
。
地
元
の
人
々
は
、
仮
装
す
る
役
の
人
と
そ
の
行
事
名
を
、
サ
リ
サ
リ
コ
ン
コ
ン
（
大
浜
）
、
オ
ッ
サ
ー
レ
（
川
平
・
伊
原
間
）
、
バ
ン
ド
ッ
サ
レ
ー
（
黒
島
）
と
呼
ぶ
。
波
照
間
島
で
は
オ
ッ
サ
レ
ー
と
呼
ぶ
。
②
行
な
わ
れ
た
時
期
旧
暦
の
一
○
月
～
’
二
月
の
問
に
行
わ
れ
る
節
祭
（
大
浜
）
や
種
子
取
（
川
平
・
伊
原
間
）
の
晩
に
行
な
わ
れ
た
。
波
照
間
島
で
は
節
祭
の
あ
と
の
最
初
の
ミ
ョ
ク
チ
ェ
の
次
の
日
、
カ
ン
パ
ナ
の
晩
に
行
わ
れ
る
。
①
名
称
５
．
八
重
山
で
か
つ
て
行
わ
れ
て
い
た
カ
マ
マ
ー
リ
と
波
照
問
島
の
事
例
（
１
）
八
重
山
で
か
つ
て
行
わ
れ
て
い
た
カ
マ
マ
ー
リ
と
波
照
間
島
の
実
際
の
カ
マ
マ
ー
リ
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④ ③目
的川平、伊原間ではカママーリの理由に、「火の神が昇天するため」を挙げるが、その他の地域
で
は
特
別
の
由
来
伝
承
は
な
い
。
波
照
間
島
で
は
カ
マ
マ
ー
リ
で
は
ツ
エ
で
地
面
を
叩
い
て
地
の
神
を
起
こ
し
、
地
の
神
に
祈
願
を
す
る
と
い
わ
れ
る
。
⑤
各
戸
訪
問
の
様
子
暗
い
と
こ
ろ
に
現
れ
る
、
接
待
は
受
け
な
い
、
土
産
も
貰
わ
な
い
。
波
照
間
島
も
同
じ
で
あ
る
。
⑧
い
で
た
ち
⑥ 
そ
の
夜
、
家
で
は
灯
り
を
つ
け
て
は
い
け
な
い
、
姿
を
見
て
は
い
け
な
い
、
返
事
を
し
て
は
い
け
な
い
と
言
わ
れ
た
。
波
照
間
島
も
同
じ
で
あ
る
。
⑦
仮
装
す
る
役
の
人
二
名
一
組
で
、
集
落
の
役
員
が
や
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
本
来
は
已
年
（
ス
イ
ソ
ウ
・
水
性
）
あ
る
い
は
卯
年
の
男
が
や
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
波
照
間
島
で
も
本
来
は
已
年
生
ま
れ
の
人
が
や
っ
た
と
い
う
。
大
浜
で
は
、
魔
除
け
、
村
の
清
め
、
火
の
用
心
、
子
供
の
教
育
と
言
わ
れ
た
が
、
そ
の
他
の
地
域
で
は
目
的
は
竃
の
見
回
り
や
火
の
用
心
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
た
。
波
照
間
島
で
も
火
の
用
心
の
た
め
と
い
わ
れ
る
。
川伝
平承
、
タ
ブ
ー
その夜、
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今
回
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
波
照
間
島
の
カ
マ
マ
ー
リ
の
実
際
と
八
重
山
の
他
の
地
域
の
聞
き
書
き
と
の
対
比
か
ら
、
八
重
山
の
カ
マ
マ
ー
リ
に
共
通
し
た
特
徴
と
波
照
問
島
の
カ
マ
マ
ー
リ
の
特
徴
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
ミ
ノ
・
ク
バ
ガ
サ
・
ツ
エ
の
い
で
た
ち
で
あ
る
。
昔
は
波
照
問
島
で
も
ミ
ノ
・
ク
バ
ガ
サ
・
ツ
エ
の
い
で
た
ち
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
現
在
で
は
普
段
着
で
ツ
エ
を
持
つ
。
⑨
集
落
の
廻
り
方
夜
更
け
に
ツ
エ
で
音
を
さ
せ
て
歩
い
た
と
い
う
。
波
照
問
島
で
は
特
に
力
を
込
め
て
ツ
エ
を
た
た
き
、
大
き
な
音
を
響
か
せ
た
。
⑩
唱
え
ご
と
台所前の庭先、あるいは台所の中で、「サリー、サリー」（大浜）「オッサーレ」（川平・伊原問）
「
バ
ン
ド
ッ
サ
レ
ー
」
（
黒
島
）
な
ど
で
は
じ
ま
る
短
い
唱
え
ご
と
を
述
べ
る
。
唱
え
ご
と
は
「
ウ
カ
マ
ノ
マ
エ
ウ
マ
チ
ミ
ス
コ
ッ
サ
レ
ー
」
（
カ
マ
ド
の
ま
え
の
火
に
注
意
し
な
さ
い
の
意
味
）
「
ウ
マ
ッ
ユ
ー
ミ
ク
シ
」
（
火
に
注
意
し
な
さ
い
）
な
ど
で
あ
る
。
波
照
間
島
で
も
台
所
の
前
の
庭
先
で
ヒ
ヌ
カ
ン
に
向
か
っ
て
「
オ
ッ
サ
レ
ー
」
で
は
じ
ま
る
短
い
唱
え
ご
と
が
行
わ
れ
る
が
、
八
重
山
の
他
の
地
域
よ
り
も
わ
か
り
や
す
く
、
使
用
さ
れ
て
い
る
言
葉は新しい。
（
２
）
波
照
間
島
の
カ
マ
マ
ー
リ
と
八
重
山
の
他
の
地
域
の
カ
マ
マ
１
リ
の
対
比
か
ら
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①②⑤⑥⑦⑧⑨の項目からは、波照間島の実際のカママーリの特徴が他の八重山の聞き書きとほぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
八
重
山
の
カ
マ
マ
ー
リ
の
特
徴
は
、
旧
暦
の
一
○
月
～
一
二
月
の
間
の
特
別
の
行
事
の
夜
に
行
わ
れ
る
こ
と
、
そ
の
夜
は
灯
（
火
）
を
消
す
．
返
事
を
し
な
い
な
ど
の
タ
ブ
ー
の
存
在
す
る
こ
と
か
ら
精進の夜であったと考えられること、家々を廻る人々はかつては特別に選ばれた人々であり、ミノ・
カ
サ
（
ク
バ
ガ
サ
）
・
ツ
エ
の
い
で
た
ち
で
、
ツ
エ
で
大
き
な
音
を
さ
せ
て
歩
い
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
が
、
特
に
ツ
エ
で
音
を
さ
せ
る
こ
と
は
重
要
だ
っ
た
。
し
か
し
、
③
目
的
と
④
伝
承
⑩
唱
え
ご
と
が
波
照
間
島
の
実
際
で
は
異
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
③
の
目
的
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
波
照
間
島
で
は
カ
マ
マ
ー
リ
は
火
の
用
心
の
た
め
で
あ
り
、
魔
除
け
、
村
の
清
め
、
子
供
の
教
育
の
た
め
と
は
い
わ
な
い
。
こ
れ
は
カ
マ
マ
ー
リ
が
実
際
に
現
在
も
行
わ
れ
て
い
て
、
「
オ
ッ
サ
レ
ー
、
オ
ッ
サ
レ
ー
、
オ
ッ
サ
レ
ー
、
今
日
か
ら
一
○
月
カ
マ
マ
ー
リ
に
あ
た
り
竃
の
周
り
を
掃
除
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
唱
え
ご
と
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
現
在
こ
の
行
事
が
明
確
に
火
の
用
心
と
し
て
人
々
に
（
少
な
く
と
も
役
員
に
は
）
認
識
さ
れ
て
い
る
か
次
に
④
の
伝
承
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
川
平
、
伊
原
問
で
は
カ
マ
マ
ー
リ
の
理
由
に
、
「
火
の
神
が
昇
天
す
る
た
め
」
を
挙
げ
る
。
つ
ま
り
、
川
平
、
伊
原
間
で
は
カ
マ
マ
ー
リ
は
「
ヒ
ヌ
カ
ン
は
年
に
一
回
昇
天
す
る
」
と
い
う
ヒ
ヌ
カ
ン
の
伝
承
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
波
照
間
島
で
は
「
「
オ
ッ
サ
レ
ー
」
と
三
回
唱
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
の
神
を
起
こ
す
」
と
い
わ
れ
「
地
の
神
は
耳
が
悪
い
」
と
い
う
伝
承
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
カ
マ
マ
ー
リ
の
行
ら
で
あ
る
。
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事
は
そ
の
土
地
の
さ
ま
ざ
ま
な
伝
承
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
⑩
の
唱
え
ご
と
に
つ
い
て
は
、
昔
は
波
照
問
島
も
「
ウ
マ
チ
ミ
ス
コ
ッ
サ
レ
ー
」
「
ウ
マ
ッ
ュ
ー
ミ
ク
シ
」
の
よ
う
な
唱
え
ご
と
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
明
治
以
降
の
沖
縄
県
下
に
お
け
る
風
俗
の
ヤ
マ
ト
化
の
奨
励
、
方
言
禁
止
政
策
な
ど
に
よ
っ
て
、
カ
マ
マ
ー
リ
の
従
来
の
唱
え
ご
と
が
〃
改
善
“
さ
れ
た
結
果
、
現
在
の
よ
う
な
文
句
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
波
照
間
島
の
カ
マ
マ
ー
リ
は
火
の
神
と
地
の
神
に
祈
願
す
る
と
い
う
。
火
の
神
へ
の
祈
願
と
は
台
所
の
ヒ
ヌ
カ
ン
に
対
し
て
行
わ
れ
る
祈
願
の
こ
と
で
あ
り
、
カ
マ
マ
ー
リ
は
台
所
の
ヒ
ヌ
カ
ン
の
信
仰
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
波
照
間
島
以
下
は
波
照
問
島
の
カ
マ
マ
ー
リ
に
つ
い
て
の
ま
と
め
と
若
干
の
考
察
で
あ
る
。
カ
マ
マ
ー
リ
の
夜
は
家
の
中
で
火
を
消
し
て
精
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
特
別
の
夜
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
か
っ
て
波
照
間
島
で
は
特
別
に
選
ば
れ
た
男
た
ち
が
ツ
エ
を
つ
き
な
が
ら
集
落
や
島
を
浄
化
し
て
歩
く
と
い
う
習
俗
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
習
俗
と
関
連
し
て
カ
マ
マ
ー
リ
の
行
事
は
受
容
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
カ
マ
マ
ー
リ
は
御
嶽
の
清
掃
の
翌
日
に
行
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
聖
域
の
清
掃
の
翌
日
に
集
落
の
掃
除
、
つ
ま
り
集
落
の
浄
化
を
し
て
い
る
と
考
えられる。
ま
と
め
と
し
て
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の
カ
マ
マ
ー
リ
で
は
地
面
を
ツ
エ
で
強
く
叩
い
て
地
の
神
を
呼
び
出
し
、
地
の
神
に
も
聞
え
る
よ
う
に
大
声
で
祈
願
を
す
る
と
い
う
が
、
こ
れ
は
カ
マ
マ
ー
リ
が
地
の
神
の
信
仰
習
俗
と
結
び
つ
い
た
た
め
で
あ
る
。
本
来
、
ツ
エ
で
音
を
立
て
な
が
ら
の
集
落
の
巡
行
に
は
浄
化
と
清
め
の
意
味
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
地
面
を
叩
く
、
突
く
と
い
う
行
為
に
は
豊
穣
祈
願
と
も
関
連
が
あ
り
、
波
照
間
島
の
カ
マ
マ
ー
リ
は
新
し
い
年
の
豊
穣
祈
願
と
結
び
つ
い
た
集
落
の
浄
化
と
い
う
目
的
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
（
し
か
し
、
カ
マ
マ
ー
リ
と
豊
穣
祈
願
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
考
察
が
必
要
で
あ
る
）
。
こ
の
よ
う
に
カ
マ
マ
ー
リ
の
行
事
は
そ
の
地
で
行
わ
れ
て
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
信
仰
や
信
仰
習
俗
と
結
び
要である）。
ついている。
付
記カ
マ
マ
ー
リ
の
調
査
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
波
照
問
島
の
南
・
北
両
部
落
の
総
務
お
よ
び
役
員
の
方
々
に
謝
意
を
表
し
た
い
。
筆
者
の
調
査
に
対
し
て
必
ず
し
も
役
員
全
員
の
方
々
が
賛
同
し
て
く
だ
さ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
調
査
波照間島のカママーリの実際は他の八重山の聞き書きの事例とほぼ同じであった。他の地域と異な
る
点
は
、
カ
マ
マ
ー
リ
の
目
的
、
カ
マ
マ
ー
リ
に
付
随
す
る
伝
承
、
唱
え
ご
と
で
あ
っ
た
。
カ
マ
マ
ー
リ
は
そ
の
地
域
の
伝
承
と
結
び
つ
き
、
唱
え
ご
と
も
時
代
の
影
響
で
変
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
稿
で
は
、
火
に
関
す
る
儀
礼
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
台
所
の
ヒ
ヌ
カ
ン
ヘ
の
祈
願
に
つ
い
て
し
か
報
告
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
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に
際
し
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
や
御
意
見
、
さ
ら
に
苦
言
を
伺
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
こ
の
論
考
が
役
員
の
方
々
に
納
得
の
い
く
も
の
で
あ
る
の
か
は
非
常
に
心
も
と
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
も
皆
様
か
ら
伺
っ
た
ご
意
見
を
忘
れ
ず
に
八
重
山
の
調
査
・
研
究
に
携
わ
っ
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。
ま
た
勝
連
文
雄
氏
、
勝
連
隆
生
氏
、
崎
山
千
代
氏
を
は
じ
め
と
す
る
本
稿
の
話
者
の
方
々
に
対
し
て
心
か
ら
の
謝
意
を
表
す
。
特
に
数
年
間
に
わ
た
っ
て
筆
者
に
波
照
間
島
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
勝
連
文
雄
氏
に
対
し
て
心
か
ら
の
感
謝
を
こ
こ
に
記
す
。
グー、〆■、Ｐ戸
２１注、=〆、=〆－
（４） 
（５） 
（３） 
今
で
も
こ
の
行
事
は
拝
む
だ
け
の
形
で
沖
縄
の
一
部
の
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
。
筆
者
の
そ
の
後
の
調
査
に
よ
る
と
、
こ
の
よ
う
な
カ
マ
マ
ー
リ
は
船
浮
で
も
あ
っ
た
と
い
う
。
「
夜
廻
っ
て
き
て
唱
え
ご
と
を
し
て
、
木
を
叩
い
て
帰
っ
た
。
あ
れ
は
火
の
用
心
だ
っ
た
」
と
船
浮
出
身
の
婦
人
（
川
平
在
住
）
が
語
っ
て
く
れ
た
。
よ
せ
や
ま
お
や
か
た
－
七
六
八
年
に
布
達
さ
れ
た
『
与
世
山
親
方
八
重
山
島
規
模
帳
』
で
は
、
古
見
、
小
浜
、
高
那
で
行
わ
れ
て
い
た
ア
カ
マ
タ
、
平
久
保
、
桴
海
、
川
平
、
崎
枝
で
行
わ
れ
て
い
た
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
〔
石
垣
市
総
務
部
市
史
編
集
室
一
九
九
二
六
四
～
六
五
〕
・
種
子
取
と
は
実
際
の
種
蒔
き
の
前
に
行
わ
れ
る
神
事
で
あ
り
、
模
擬
的
な
種
蒔
き
が
行
わ
れ
る
。
節
祭
は
も
の
つ
く
り
の
正
月
、
昔
の
正
月
と
い
わ
れ
、
八
重
山
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
祭
り
が
行
わ
れ
る
。
カ
ン
パ
ナ
に
つ
い
て
は
本
稿
で
後
述
す
る
。
「
オ
ッ
サ
ー
レ
の
唱
え
ご
と
は
川
平
の
方
言
で
は
な
い
。
川
平
で
は
火
の
こ
と
を
ウ
マ
チ
で
は
な
く
て
ピ
ッ
と
い
う
」
（
南
風
野
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（７） 
（８） 
（６） 
〆＝、グー、／＝へ〆へ
１２１１１０９ 
、－〆、－〆、＝〆、.〆
〆■､／■、／￣、〆－，
１６１５１４１３ 
、－〆、＝〆、－〆、－〆
雄
貫
氏
川
平
老
人
会
長
昭
和
五
年
生
ま
れ
）
と
い
わ
れ
た
。
筆
者
は
拙
稿
「
ミ
ノ
・
カ
サ
・
ツ
エ
の
夜
廻
り
役
ｌ
石
垣
島
大
浜
の
サ
リ
サ
リ
コ
ン
コ
ン
を
中
心
に
Ｉ
」
の
中
で
は
、
川
平
・
伊
原
間
と
同
じ
よ
う
に
波
照
間
島
の
カ
マ
マ
ー
リ
の
掛
け
声
を
「
オ
ッ
サ
ー
レ
ー
」
と
統
一
し
て
記
し
た
が
、
本
論
で
は
や
は
り
波
照
間
島
の
人
々
の
呼
称
で
あ
る
「
オ
ッ
サ
レ
ー
」
を
用
い
る
。
波
照
間
島
に
川
は
な
い
が
、
牛
に
よ
る
踏
耕
と
天
水
に
よ
っ
て
米
を
作
っ
た
。
ア
ウ
エ
ハ
ン
ト
は
シ
ィ
マ
フ
サ
ラ
に
つ
い
て
は
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
島
の
厄
払
い
の
行
事
で
あ
る
シ
ィ
マ
フ
サ
ラ
が
は
た
し
て
農
耕
儀
礼
に
入
る
の
か
と
い
う
疑
問
は
残
る
。
「
正
月
竈
廻
り
」
と
宮
良
高
弘
は
訳
し
て
い
る
が
、
こ
の
訳
は
二
○
月
竈
廻
り
」
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
勝
連
文
雄
氏
の
聞
き
書
き
は
拙
稿
（
二
○
○
七
）
で
報
告
し
た
。
氏
は
勝
連
文
雄
氏
の
長
男
で
、
二
○
○
八
年
に
南
部
落
の
カ
マ
ン
ガ
ー
（
御
嶽
の
管
理
者
）
で
あ
っ
た
。
勝
連
隆
生
氏
は
カ
ジ
マ
ー
リ
ア
タ
リ
と
い
っ
て
い
る
が
、
今
回
筆
者
が
お
聞
き
し
た
の
は
力
マ
マ
ー
リ
ア
タ
リ
で
あ
っ
た
。
カ
マ
マ
ー
リ
の
唱
え
事
は
多
少
変
化
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
七
三
歳
過
ぎ
た
ら
「
パ
ッ
リ
」
と
い
っ
て
一
切
の
神
行
事
に
は
参
加
で
き
な
い
の
で
上
納
の
義
務
も
な
い
。
し
か
し
様
子
を
見
て
い
る
と
、
実
際
に
は
御
嶽
の
井
戸
の
水
は
汲
み
に
行
か
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
年
中
行
事
表
に
は
カ
マ
マ
ー
リ
と
し
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
カ
ン
パ
ナ
と
し
て
で
あ
る
。
勝
連
隆
生
氏
は
、
「
オ
ッ
サ
ー
レ
を
始
め
る
前
は
、
部
落
の
会
館
で
お
酒
を
い
た
だ
い
て
手
を
合
わ
す
だ
け
で
す
。
昔
の
人
は
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何
か
行
っ
た
か
も
知
れ
な
い
け
ど
、
僕
ら
は
お
酒
を
飲
ん
で
お
願
い
し
て
出
る
ん
で
す
よ
。
沖
縄
で
は
タ
チ
グ
シ
ン
と
い
っ
て
神
行
事
の
と
き
は
必
ず
お
酒
二
本
と
塩
は
つ
き
も
の
で
す
か
ら
」
と
い
う
。
（
Ⅳ
）
本
論
で
は
唱
え
ご
と
を
す
る
人
を
勝
連
文
雄
氏
が
使
用
し
た
ネ
ガ
イ
ピ
ト
と
統
一
す
る
。
（
田
）
母
屋
の
上
方
の
一
番
座
に
は
ブ
ザ
ス
ケ
ー
（
床
の
間
）
が
あ
り
、
中
の
一
一
番
座
に
は
仏
壇
が
あ
り
、
三
番
座
は
日
常
生
活
の
場
で
あ
っ
た
。
現
在
で
は
一
一
一
番
座
が
台
所
に
な
っ
て
い
る
が
、
「
三
番
座
と
も
い
う
べ
き
台
所
は
比
較
的
最
近
の
も
の
で
、
本
当
の
台
所
は
敷
地
の
西
の
離
れ
屋
、
ト
ー
ラ
で
あ
っ
た
」
と
い
う
〔
ア
ウ
エ
ハ
ン
ト
二
○
○
六
八
一
一
一
〕
。
（
川
）
ス
ー
イ
ベ
と
は
白
い
位
牌
の
こ
と
で
、
死
人
が
出
て
四
九
日
以
内
の
家
で
は
仏
壇
に
は
ま
だ
位
牌
を
載
せ
な
い
と
い
う
き
ま
り
（
卯
）
道
路
の
街
灯
や
家
の
庭
や
車
庫
の
外
灯
な
ど
は
点
い
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
点
い
て
い
て
も
か
ま
わ
な
い
と
い
う
。
あ
く
ま
で
も
室
内
の
灯
り
に
こ
だ
わ
る
よ
う
で
あ
る
。
（
Ⅲ
）
ネ
ガ
イ
ピ
ト
は
お
な
か
の
そ
こ
か
ら
大
声
を
出
す
の
で
終
わ
っ
た
後
は
気
分
は
爽
快
だ
っ
た
と
い
う
。
（
辺
）
勝
連
文
雄
氏
に
よ
る
と
、
ソ
ー
ズ
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
や
り
方
が
あ
っ
た
と
い
う
。
ソ
ー
ズ
の
一
例
と
し
て
イ
ナ
ア
ソ
ビ
が
あ
る
（
勝
連
文
雄
氏
談
）
。
イ
ナ
ア
ソ
ビ
は
部
落
の
人
が
全
員
浜
に
下
り
た
。
浜
で
ネ
ガ
イ
ピ
ト
が
一
時
間
半
く
ら
い
祈
願
を
し
て
い
る
間
は
全
員
が
ソ
ー
ズ
と
い
っ
て
横
に
な
っ
て
静
粛
に
寝
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
棒
を
持
っ
た
係
り
の
人
が
い
て
頭
を上げる人は棒で叩かれた。
（
翌
こ
の
よ
う
な
タ
ブ
ー
は
黒
島
の
カ
マ
マ
ー
リ
に
も
あ
る
。
バ
ン
ド
ッ
サ
レ
ー
（
黒
島
の
カ
マ
マ
ー
リ
の
ネ
ガ
イ
ピ
ト
）
に
返
事
がある。
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（
別
）
『
琉
球
国
由
来
記
』
に
は
、
”
王
城
之
公
事
“
と
し
て
竃
廻
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
十
月
朔
日
電
廻
。
至
干
冬
、
為
禦
寒
気
、
毎
人
好
火
嬬
。
因
有
過
而
、
失
火
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
恐
故
、
為
用
心
、
村
々
家
々
、
禁
熾
火
之
捷
、
有
之
者
歎
〔
外
間
波
照
間
編
一
九
九
七
四
三
。
（
羽
）
こ
の
夜
は
奇
妙
な
面
を
被
っ
た
ア
ン
ガ
マ
の
一
団
が
家
々
を
訪
れ
る
。
（妬）沖縄における地の神の信仰としては、主に農業神としての
土
地公、
土
帝君（
ト
ゥーテ
ィ
ークな
ど
と呼ば
れ
る）
へ
の
信
仰
が
あ
る
。
し
か
し
、
波
照
間
島
に
は
そ
の
よ
う
な
信
仰
は
管
見
の
限
り
な
い
。
ア
ウ
エ
ハ
ン
ト
も
「
波
照
間
島
で
は
地
の
神
は
か
な
り
暖
昧
な
性
格
し
か
な
く
、
石
垣
島
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
土
帝
君
な
ど
と
い
う
特
別
の
名
前
も
な
い
」
と
記
し
て
い
る
〔
ア
ウ
エ
ハ
ン
ト
二
○
○
四
三
一
八
〕
。
（Ⅳ）お墓の新築は次のように行われた（勝連文雄氏談）。クブッ（供物）は、反物、紙、束ねた麻糸、釘などの金物（お
金の代わりにする）、米を包んで作った俵などで、これらは年寄りが何名かで作る。お金、ウチカビ、茶碗酒、
米
を
半
紙
に
包
ん
だ
も
の
（
八
十
一
俵
）
で
お
膳
の
上
に
九
つ
の
盛
り
を
作
っ
て
、
果
物
な
ど
い
ろ
い
ろ
飾
っ
て
地
代
と
し
て
供
え
る
。
一
一
一
三
年
忌
の
お
祝
い
ま
で
の
間
、
こ
っ
ち
に
死
人
を
入
れ
な
い
よ
う
に
と
ネ
ガ
イ
ピ
ト
が
祈
願
を
す
る
。
（
別
）
火
事
の
あ
っ
た
そ
の
晩
は
「
火
返
し
」
と
い
う
風
習
が
あ
り
、
簡
単
な
仮
小
屋
を
作
り
火
を
つ
け
、
「
火
玉
ド
ウ
、
火
玉
ド
ウ
」
氏談）。
をしたらだめだと言われていたが、ある耳が遠いばあちゃんがカママーリの夜、バンドッサレーだとわから
なくて返事をしてしまった。その後まもなくそのばあちゃんは亡くなったという（黒島東筋集落の船道憲範
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と
叫
び
つ
つ
、
水
を
か
け
て
消
火
し
火
玉
を
部
落
外
に
払
う
と
い
う
行
事
が
あ
っ
た
。
火
玉
追
い
に
合
わ
せ
て
村
中
の
各
家
で
は
ウ
ス
や
ソ
ー
ギ
ー
、
バ
ケ
ツ
を
一
斉
に
叩
き
鳴
ら
し
て
火
玉
を
追
い
払
っ
た
〔
大
浜
村
史
編
集
委
員
会
二
○
○
一
一
一
九
一
一
〕
。
（
別
）
折
口
信
夫
は
”
地
を
打
つ
行
事
“
と
し
て
、
霜
月
に
卯
杖
・
卯
槌
で
土
地
を
叩
い
て
土
地
の
精
霊
を
押
さ
え
て
廻
る
儀
式
が
あ
っ
た
と
述
べ
、
こ
の
地
を
打
つ
行
事
が
田
植
え
の
前
に
も
行
わ
れ
た
と
い
い
、
地
を
打
つ
行
事
と
農
耕
と
の
関
連
を
示
唆
し
て
い
る
〔
折
口
一
九
九
六
一
一
九
九
～
三
○
○
〕
。
（
釦
）
筆
者
は
「
ミ
ノ
・
カ
サ
・
ツ
エ
の
夜
廻
り
役
」
（
八
重
山
の
カ
マ
マ
ー
リ
の
行
事
）
と
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
の
行
事
を
比
較
検
討
し
て
、
カ
マ
マ
ー
リ
の
行
事
は
マ
ュ
ン
ガ
ナ
シ
の
よ
う
な
来
訪
神
祭
祀
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
神
事
を
模
し
た
公
事
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
と
述
べ
、
公
事
と
し
て
の
カ
マ
マ
ー
リ
を
受
け
入
れ
る
に
あ
た
っ
て
従
来
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
神
事
と
結
び
つ
け
て
カ
マ
マ
ー
リ
行
事
を
行
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
と
述
べ
た
〔
古
谷
野
二
○
○
七
一
一
一
一
一
～
’
二
四
〕
。
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